
――「くずれぬ平和

平和の経済学

」を支える社会経済システムの探求――

「人の

「経済

世のあるかぎり，くずれぬ平和，

（峠

のない道徳は寝言である

藤 岡 惇

平和を返せ」

三吉『原爆詩集』より）

「核の時代」の平和

中東の石油資源への支配

しかし道徳のない経済は犯

１．は じ め に

権を再建するために，アメリ

罪である」（二宮尊徳）
）

カのブッシュ政権は，

宇宙の覇権的支配をテコと

地球戦争」を開始した
）
。こ

もまで巻き込みつつある。

ある原子炉や原子力施設さ

む日本・韓国には，すでに

リ級を越える大型炉が多い

さらには核兵器の使われる

して「テロリズムとその支

れに対抗して「自爆テロ」が

憎悪と暴力の悪循環がさらに

え攻撃目標とされる時が来る

基を越える原子炉が操業し

のが特徴だ。放射性物質をま

日が来るかもしれない。

援国家の絶滅めざす

激化し，民間人や子ど

進むと，世界に 基

であろう。日本海を囲

ている。チェルノブイ

きちらす放射能兵器，

「原子エネルギーの解放は

考え方だけは旧来のままだ

ンは嘆いたが，この事態は

力をもつ水素爆弾の開発を

，すべてのものを変えてし

。ここに危機の根源がある」

，なお続いている。 年前の

目撃して，英国の優れた数学

まったが，われわれの

と アインシュタイ

年――無限の破壊

者にして哲学者である

（ ）



ラッセルが，ア

時代」――戦争が

が消えていく時代

立命館経済学（ 巻特

インシュタインとともに共

人類を滅ぼすか，人類が戦争

に，われわれは生きているの

別号７）

同声明で警告したように，「核

を滅ぼすか以外の中間的選択

だ。

の

広島で被爆した

平和，平和を返せ

あい「くずれぬ平

過言ではない。

「平和」とは何

的な答えであろう

の戦争の準備をし

峠 三吉は，自死の直前に

」とうたったが，「核の時代

和」を作り出す以外に，人類

だろうか。「国家間で戦争をし

。しかしたとえ国境線は平穏

ているような国，あるいは国

「人の世のあるかぎり，くずれ

」の真実をリアルに見すえた

生き残りの道はないといって

ていない状態」――これが常

であっても，金儲けのために

民の間で相手国への復讐心が

ぬ

ば

も

識

次

渦

巻いている社会で

いからといって，

幸せじゃないのと

記憶にとどめてお

平和な国際関係

なわち 大地・地

をおろし（地球の

は，「くずれぬ平和」が確立

平和とはいえない。泣いてな

同じでしょ」――被爆２世の

きたい
）
。

とは樹木のようなものである

球に根をおろし（地球との平

うえの平和）， 個人の心身へ

されたとはいえまい。「戦争が

くても，心から笑ってなけれ

女子学生の語った，この言葉

。人間活動の多様な領域――

和）， 社会・コミュニティに

も根をおろし（個人の平和），

な

ば

を

す

根

こ

れら三様の深い根

れ，「くずれぬ平

暴力とは何か

個々人には，人

いる。ある時代・

によって安定的に支えられた

和」（ディープ・ピース）が建設

間の本来性に根ざした肉体的

ある社会の文明や生産力の水

ときに「健康な社会」が形成

されていくのであろう。

精神的発達の可能性が備わっ

準にもとづけば，ここまでは

さ

て

実

現できるという一

ン・ガルトゥング

能性の実現が妨げ

とは，潜在的なる

の原因」なのだ，

定の水準があるはずだとノー

はいう。その際，なんらかの

られたばあい，そこに暴力

ものと現実との，可能であっ

と。

ルウェイ出身の平和学者のヨ

人為的な妨害が働いて，この

が存在するとみるべきだ。「暴

たものと現にあるものとの格

ハ

可

力

差

（ ）



暴力には３つの形態があ

――軍事力を使った戦争や

こなわれるので，加害者を

平和の経済学（藤岡）

るとガルトゥングは続ける。

テロリズムのばあい。このば

特定しやすいが，戦時の栄養

第１に「直接的暴力」

あい意図的な殺傷がお

失調や原爆被爆のばあ

いのように，慢性的な症状

第２は，「構造的暴力」―

図しない殺傷が行われるケ

したケースや公害病のばあいな

害の発生）であるために加害

第３は，「文化的暴力」―

や芸術・科学の働きのこと

を呈しつつ早死にいたること

―政治力や経済力を使った

ース（たとえば平均余命が 歳

ど）。いわば社会構造に組み

者は特定しにくい。

―上の直接的暴力・構造的

である
）
。

もある。

抑圧や搾取の結果，意

の社会で， 歳で過労死

込まれた暴力（発達障

暴力を正当化する宗教

直接的暴力であれ，構造

のは，被害者とその遺族に

讐されるのではないかとい

悪循環がある臨界点をこえ

国家間や社会集団の間で

かし意見の対立があっても

い社会，非暴力的な手法を

的ないし文化的暴力であれ，

「怒り」のエネルギーを蓄積

う「恐れ」を蓄積していく。

たとき，戦争がぼっ発するの

見解が異なり，論争が生じる

，脅すことで相手を無理やり

用いて紛争をコントロールし

理不尽な暴力というも

し，加害者の側には復

「怒り」と「恐れ」の

であろう。

のは避けられない。し

屈従させようとはしな

，紛争レベルを低めて

いける社会，このような「

ープ・ピースな社会」なの

「人間の安全保障」の提唱

敵国が侵攻してきても，

――これが，古いタイプの

免疫力や自己治癒能力の高い

である。

その侵略を撃退できる軍事力

平和維持論の核心であった。

健康な社会」が「ディ

を整備しておくこと

国家をアクターとする

軍事的安全保障こそが，平

「理論」によっては，２つの

連合が設立され，日本国憲

本国憲法は，その前文で「

和のうちに生存する権利を

和を維持する基軸だというわ

世界大戦の勃発を阻止でき

法が制定された。国連の設立

全世界の国民がひとしく恐怖

有することを確認する」と謳

けである。しかしこの

なかった。そこで国際

文書を引くかたちで日

と欠乏から免かれ，平

った。圧政の「恐怖」

（ ）



を心配しなくても

繁栄）を築くこと

が，ここには脈打

立命館経済学（ 巻特

よいし（民主化），「欠乏」を

こそが，くずれぬ平和の基礎

っていた。

別号７）

心配しなくてもよい状況（

となるという革新的な平和思

経済

想

この考えをひき

重視した安全保障

よる安全保障」に

があるという提言

人間を不安に陥れ

には，平和はあり

て生活できる条件

つぐかたちで，「国境線偏重

」に，「軍備による安全保障

転換し，民衆個々人の「人間

を 年に国連・開発計画局

る多くの非軍事的な問題が生

えなくなったこと， 国家の

をつくることこそが，「免疫

の安全保障から国内の全住民

から『持続可能な人間開発』

の安全保障」を増進させる必

が発表した
）
。その背景には，

まれており，これらの解決ぬ

安全だけでなく，国民が安心

力や自己治癒能力の高い健康

を

に

要

き

し

な

社会」を建設し，

があった。世界の

かたちで国連文書

視の考え方は，

盛り込まれ，その

った
）
。

くずれぬ平和を支える土台を

平和学者と活動家の作り上げ

に反映されるようになった

年にデンマークで開かれた

推進役を日本の小淵恵三首

固めることができるという考

てきたアイデアが，このよう

のである。「人間の安全保障」

社会開発サミットの基調報告

相（当時）が買ってでるまでに

え

な

重

に

な

人間発達の経済

これまでマルク

性は，経済学の理

いう主張（主体形

化は必然的に変革

派）に分かれてい

的基盤を問うことの大切さ

ス経済学系の文献では，変

論からは説きえないので，経

成の主観主義＝宇野弘蔵氏の理論

主体の形成をもたらすとい

た。ただし後者のばあいも，

革主体の形成（人間発達）の必

済理論からは切り離すべきだ

）と，資本主義のもたらす貧

う主張（主体形成の客観主義＝

ロシアや中国の革命をモデル

然

と

困

正統

視

する傾向が強く，

命」論を唱えるだ

建設したこととも

達をどう保障する

た。

生活の窮乏化が，即，革命

けの論者が多かった。軍隊的

かかわって，階級や民族は問

かといったテーマを論じるこ

をもたらすといった「窮乏化

な組織原理に準じて革命政党

題にするが，個々人の人間的

とができない経済学者も多か

革

を

発

っ

（ ）



これにたいして私たちは

義」というシステムのもと

が一定の範囲で生まれるも

平和の経済学（藤岡）

，第二次世界大戦後の「修正

では，資本主義の下にあって

のだとみた
）
。主体形成につい

帝国主義＝修正資本主

も人間発達のてがかり

ての先の主観主義と客

観主義の見解については，

生まれたあだ花であり，一

視野を工場法や政治・文化

民主主義，どのような質の

しやすいのかを具体的に探

学を前進させる積極的な貢

ただし今日の時点からふ

ともに視野を生産力と経済の

面的な見解だと考えた。主体

の領域にまで拡張する必要が

生産力があるばあいに，主体

究すべきだと，私たちは提唱

献であった。

りかえってみると，なおいく

枠内に限定したために

形成を論ずるばあい，

あり，どのような質の

形成＝人間発達を促進

した
）
。この点は，経済

つかの弱点を残してい

たように思われる。最大の

派経済学の前提する人間観

はなかったことである。周

台や社会・歴史の枠組みか

ら孤立した「近代個人モデ

めに，大地・自然が人間を

出しているのに，あたかも

問題点は，人間発達を問題に

を批判し，これを乗り越えよ

知のように近代経済学は，人

ら切り離し，類（人類・生物）

ル」という枠組みのなかで捉

生み出し，「いのち」（身体）

人間のほうが大地・自然を所

しながら，近代の主流

うとする作業が十分で

間をエコロジー的な土

と累（祖先と子孫）か

えようとする。そのた

が精神（自我）を生み

有し，精神（自我）の

ほうが「いのち」（身体）を

近代個人モデルを前提とす

軸として宇宙が回っている

応するという「経済人」モ

が，このような人間観にた

と宇宙に根を下ろす」なか

所有しているかのように考え

る経済学では，かつての天動

かのように錯覚したり，経済

デルが成立するかのように想

いする批判が十分ではなかっ

で「小我」から「深我」・「大

てしまう。このような

説のように「自我」を

的損得の刺激だけに反

定してしまうのである

た。そのために「大地

我」へと向かい，「自
）

己実現」から「自己超越」

マハトマ・ガンジーは，

いを，彼の人生観を転換さ

この著作のなかで次のよう

ではなく，正邪の原理にも

へと向かう人間発達の大道が

ジョン・ラスキンの『この最

せた決定的事件として回顧し

に書いている。「いかなる人

とづいてなされるべきである

見えにくくなっていた。

後の者にも』との出会

ているが，ラスキンは，

間の行為も損得の原理

……［損得勘定にもと

（ ）



づく］経済原理が

のラスキン＝ガン

は間違いない。

立命館経済学（ 巻特

はびこるならば，国民的破滅

ジーの視点を受け継ぎ，いっ

別号７）

がもたらされるだろう」と
）
。

そう発展させる必要があるこ

こ

と

しかし他方，貧

勘定をはなれた行

も生存権が保障さ

ことはできない。

江戸時代の「生類

本稿では，これ

我」が「深我」を

しい人になればなるほど，日

動をとりにくい。「正邪の判

れる仕組みを整えておかない

「徳が得につながる」経済シ

あわれみの令」の悲劇をくり

らの点に留意しつつ， どう

へて「大我」に成長し，「平

々の生活で精一杯であり，損

断基準」にもとづいて行動し

かぎり，貧しい人の心を動か

ステムを用意しておかないと

かえすだけであろう。

すれば個人のなかに宿った

和の担い手」へと発達できる

得

て

す

，

「小

の

か， そのような

のか，という２つ

人間発達を支える社会経済シ

の問題を考えてみたいと思う

２ 「人間」とは何か，な

「海より広いものがある

ステムとはいかなるものであ

。

ぜ尊いのか

それは空

る

空より広いものがある そ

「……私たちが，［万物の霊

なるとき，……『高貴な身

れない者のもつ威厳が回復

（ シューマーハー

れは人の心」

（ヴィクトル・ユー

長にふさわしい］雅量をもつよ

分には義務が伴う』ことを片時

されるでしょう。」

『スモール イズ ビューティフ

ゴ）

うに

も忘

ル』）

「いのち」とは

話は， 億年

とも単純な元素―

して，より複雑な

（水素爆弾の核融合

何か，なぜ尊いのか

前といわれるビッグバン直後

―水素とヘリウムしか形成さ

元素をつくりだすためには，

反応に点火するには，原子爆弾

にとぶ。当時の宇宙には，も

れていなかった。核融合を起

大変な高熱が必要だったから

の爆発熱が必要だったことを思

っ

こ

だ

い起

（ ）



こしてほしい）。

軽いガスで出来た原始星

といった重い元素を合成し

平和の経済学（藤岡）

は，内部で核融合反応をおこ

，一生を終えるときに重い元

し，しだいに炭素・鉄

素を含んだガスを放出

する。このような固体元素

この種の星の最後は，すさ

る異常な高熱のおかげで，

ど）が生みだされた。わが身

「宇宙の陣痛」のなかから，

さい私たちの体の元素組成

といわれる。「君たちは，星

が集まって，第２世代の重く

まじい「超新星爆発」となる

鉄よりも重くて複雑な原子核

を犠牲にした星たちの大爆

私たちの体を形づくる元素

比は，超新星爆発直後の元素

の大爆発のおかげで産まれ

大きな星が形成される。

が，そのときに発生す

をもつ元素（金や銀な

発――このすさまじい

が生みだされた。じっ

の組成比とほぼ同じだ

たのだよ
）
」と天文学者

が説くのには根拠があるの

今から 億年近くまえ，

私たちは胎児の時には，母

の羊水の成分は，じつは

体誕生から 億年の間は，

た。そこには個体の死は存

生物たちは満喫していた。

だ。

地球の「原始の海」のなかに

親の子宮をみたす羊水のなか

億年前の「原始の海」の成分

細胞分裂という無性生殖が繁

在しなかった。細胞分裂にも

およそ 億年前に多細胞生物

最初の生命体が現れた。

に浮かんでいるが，そ

と同じだという
）
。生命

殖の唯一の方法であっ

とづく「永遠の生」を

が出現し，雄と雌とが

互いの （遺伝子コード

が本格化し，そのときに個

びを味わう代償として，死

有性生殖の積み重ねのな

のとなり，その最高の精華

したばあい，その最先端の

）を交じり合わせ，子を産み

体の死が始まった。高等生物

の恐怖を味わうようになった

かで，子孫に引き継がれる

として人類が誕生する。生物

指先のところに「自然が自分

だすという有性生殖

たちは，セックスの歓

のである
）
。

は高度で複雑なも

の進化の歩みを手で表

自身の意識にまで到達

している存在」たる「万物

１人の人間のなかには

細胞が協力しあって人体の

全長 万キロ――地球を

送り出している。よく生物

の霊長」＝人間が生み出された

兆の細胞が活動し，癌細胞を

健康を創っている。心臓は，

４周する長さの血管に毎日

学者は，「人間とは 億年の

のである。

例外として，すべての

１日に８万回鼓動し，

万リットルの血液を

だ」と述べるが
）
，

（ ）



１人の中に含まれ

を 回往復する

あるというか，宇

立命館経済学（ 巻特

る の鎖の総延長は，

長さになる。私たち１人ひと

宙進化の恩恵が凝縮されてい

別号７）

億キロ――地球と太陽との

りの「いのち」のなかに宇宙

るのだ
）
。

間

が

「いのち」は，

いのか。 兆の細

自らの力で宇宙の

体が自らの姿を捉

した――その「眼

億年の歳月を

あり，生きている

なぜ尊いのだろうか。わけて

胞が 億キロの に導

最高の精華としての光を発し

えるために「宇宙の眼や耳」

や耳」にあたる存在が私たち

かけて，宇宙自身が腹を痛め

だけで無条件に尊い存在なの

も人間の「いのち」は，なぜ

かれて精妙な協同活動を行い

ているからではないか。宇宙

にあたる存在を，ついに創り

だからだ。私たち一人ひとり

て作りあげてきた最高の傑作

だ。この真実を魂の深層で納

尊

，

自

だ

が，

で

得

している人は，も

人類はひとつ

人類の遠い祖先

ら分かれ，二本足

前にアフリカから

応するなかで身体

はや兵士となって人を殺すこ

は， 万年ほど前にアフリ

で歩くようになった。現代人

他地域にむけて「第２の拡散

的特徴を変えていった。し

とはできないだろう
）
。

カの密林でサルと共通の祖先

の共通の祖先は， 万― 万

」を行い，多様な自然風土に

たがって現代人は，共通の祖

か

年

適

語

（祖先の言語）をも

属しているといっ

から，肌の色や体

ことの本質は，

カローラを買った

の色によって，あ

ち，遺伝学的に非常に似てい

てよい。しかし体の表面は気

型といった外形の姿は多様と

自動車のばあいと同様ではな

としよう。カローラという同

るいは付属品の選択におうじ

る。生物学的には単一の人種

候環境の影響をうけやすいこ

なっていった。

いだろうか。たとえばトヨタ

一の車種に属していても，塗

て外形はさまざまに変貌する

に

と

の

装

が，

車の基本性能は，

うか基本性能は同

違いによって人の

間の本質を外形か

他方では，外形

すべて同じだ。人間のばあい

じである。人類というのは複

能力・特質は左右されるとい

ら判断する愚を犯している
）
。

的な多様性，文化的な多様性

も，外形は異なるが，本質と

数の人種からなっており，そ

う「人種主義」の考え方は，

の展開こそが高等生物の進化

い

の

人

の

（ ）



方向であり，多様なものの

てはならない。同族殺しや

する能力，紛争を平和的に

平和の経済学（藤岡）

協力こそが，人類進歩の原動

人肉嗜食のタブー化が示す

解決する能力を身につけたお

力であったことも忘れ

ように，利他的に行動

かげで，人類は進化を

とげ，生物界の食物連鎖の

迷信や非合理主義の落と

科学的社会主義の創始者

ロセスを説明して，つぎの

分自身の意識にまで到達し

どんなに変転しても永久に

頂点に立つことができたわけ

し穴

の一人たるフリードリッヒ・

ように述べた。宇宙の物質進

ている存在」たる高等動物を

物質でありつづけ，その属性

である。

エンゲルスは，このプ

化は「自然がついに自

生み出した。「物質が

のどの一つも失われる

ことはありえない。またそ

『思考する精神』を生み出し

ばあいでも，鉄の必然性を

れかの時に再び生み出すに

であり……人間はますます

なる。」その結果，「あの精

合理で反自然的な観念は，

れゆえ，物質系は，地球上で

た後に，消滅させてしまう

もって，この思考する精神を

ちがいない。」「われわれは肉

自分が自然と一体であるとい

神と物質，人間と自然，魂と

ますます不可能になっていく

その最高の精華たる

こともあろうが，その

いずれかの場所，いず

と脳髄ごと自然のもの

うことを感ずるように

肉体との対立という不

であろう」と
）
。エンゲ

ルスは，不毛な二元論を超

し，肉体が魂を生み出した

人工的に合成された元素

ラニウムまでの の元素と

光の速さよりも早く伝わる

生きている人にたいして祟

えて，物質が精神を生み出し

ことを認めよ，と説いたので

を除くと，宇宙には，どこま

その組合せとしての分子以外

運動体も存在しない。死後の

りを及ぼすといったことは起

，自然が人間を生み出

ある。

でいっても水素からウ

の物質は存在しないし，

世界にも「霊」が残り，

こりようがない。かり

に「超自然的な存在」が，

億年たたないかぎり，そ

な存在」（神）が宇宙の外か

きたのではない。そうでは

のに進化発展するパワー，

宇宙の果てからメッセージを

の意思は私たちに伝わりよ

ら私たちを操ることで，宇宙

なく，宇宙の物質系自体が，

「自己組織化」するパワーを

送ってきたとしても，

うがない。何か「霊的

の進化発展が進んで

より複雑で個性的なも

内包しているのだ
）
。自

（ ）



然主体的な唯物論

く哲学を再興する

立命館経済学（ 巻特

，あるいは唯物論的な「アニ

ことは火急の課題である
）
。

別号７）

ミズム」（自然弁証法）にもとづ

全体と個の関係

わたしは，大学

義をおこなってい

どのような価値を

てもらうことから

ことしは，まず

を提示した。「小

――雄波派か，雌波派か

で「アメリカ経済論」や「平

るが，「宇宙において人間（

有し，どのような義務（使命

，講義を始めることにしてい

受講生につぎの文章（『モリ

さな雄波が砂浜の沖の大洋で

和の経済学」といった科目の

私）は，どのような位置を占

）を担った存在なのか」を考

る。

ー先生の最終講義』の最後の一

，飛び上がり，飛び下がりし

講

め，

え

節）

な

がら楽しんでいま

悟りました。この

なくそこでなくな

は渋い，暗い表情

がりしながら楽し

『なんでそんなに

あの砂浜で砕け散

した。突然に雄波は，自分が

広い大洋のなかを，彼は今や

るでしょう。『こりゃいかん

でつぶやきました。そこへ同

んでいる雌波がやってきまし

しょげているの？』雄波は

って，おしまいになるんだよ

やがて砂浜に砕け散るだろう

砂浜めがけて進んでおり，ま

，俺はどうなるんだ？』と雄

じように，飛び上がり，飛び

た。雌波が雄波に言いました

『わかっちゃいないんだな。君

』と答えました。すると雌波

と

も

波

下

。

は

が，

『あなたこそわか

と言い返しました

この一節を読ん

ですか」という問

定まった正解があ

ていくので，死ぬ

っちゃいないんだわ。あなた
）
」。

で，「あなたは雌波派に近い

題に解答してもらうのである

るわけではない。単一の答え

直前に，自己の「ライフヒス

は波じゃないわ。大洋の一部

ですか，それとも雄波派に近

。もとより，この種の問題に

に収束せず，どんどんと拡散

トリー」を書くことで解答に

よ』

い

は

し

変

える以外にはない

く値打ちのある問

ていると，そのこ

が，死ぬまでには

生が，最近は多い

ような問題なのだ。とはいえ

題であることも確かだ
）
。解答

とがよく分かる。解答をみる

視野を広げて雌波派に変わり

。

一生をかけて正解を模索して

にかける受講生の意気込みを

と「自分は今のところ雄波派

たい」という希望を表明する

い

み

だ

学

（ ）



どちらかというと男性に

がある。なぜそうなるのか

判断を留保するとして
）
，社

平和の経済学（藤岡）

は雄波派が多く，女性には雌

。「いのちを生み出す女性原

会的性差が大きな役割を果た

波派が多いという傾向

理」の所産かどうかは

していることは間違い

がないであろう。赤ん坊や

存在であるが，女性のばあ

会を多くもつからである。

「人間のミレニアム」から

「雌波派のような人間観に

作ってしまうのではないか

子どもというのは，人間のな

い，このような「自然人」と

「自然のミレニアム」へ

たつと，全体が個に優先す

」という警戒心を表明する学

かでも一番自然に近い

つきあい，対話する機

る全体主義的な社会を

生もいる。旧ソ連や北

朝鮮型の全体主義的な社会

このような意見には，私

２つの異なるタイプがあり

する友人――サティシュ・

介するのだ。

サティシュは，若いころ

で平和巡礼を行い，１万キ

体質に辟易している人に多い

はつぎのようにコメントする

，両者を区別する必要がある

クマールの「３つのミレニア

，ジャイナ教の托鉢僧として

ロに及ぶ旅を介して米ソ首脳

意見である。

。雌波派には，じつは

と述べて，まずは尊敬

ム（千年紀）論」を紹

，単身・徒歩・無一物

に核兵器を捨てるよう

に説いてまわったインド人

シューマッハ・カレッジを

新しい千年紀の意味につい

すなわち，キリスト誕生

と能力とは，全能の人格神

外部の全能者にかしづく下

。その後英国南西部のデボン

創った人だ
）
。 年秋に彼は

て次のように語ってくれた。

から最初の千年紀の間，とく

に帰属しているとみなされて

僕となり，「神のミレニアム

シャーの地に，美しい

，立命館大学に来て，

に欧州では人間の生命

いた。人間は，いわば

」といってよい千年間

だった。

第２のミレニアムに入る

り，しだいに人間が神にと

外におき，自然を征服と支

千年紀は，しだいに「人間

と，「神の専制」への反発か

ってかわるようになった。人

配の対象だと考えるようにな

のミレニアム」という色彩を

ら人間復興運動がおこ

間は自らを自然環境の

った。その結果第２の

濃くしていき，自己

（ ）



（自分の脳）を中心

まるようになった

が，その帰結であ

立命館経済学（ 巻特

として世界が回っているとい

。自我のエゴ化と精神病理の

った。

別号７）

う天動説的な観念論の考えに

蔓延，核戦争，地球環境の危

染

機

第３のミレニア

生命も輝けない世

という倫理に目覚

とではないか。「

した「自然のミレ

「あなたいる，

ムの課題とは何か。あらゆる

紀，万物の霊長にふさわしく

め，地球環境全体をケアする

神のミレニアム」と「人間の

ニアム」への転換こそが望ま

ゆえに我あり」への転換

生命が輝かないかぎりは人間

「高貴なものには義務が宿る

義務を引き受ける世紀になる

ミレニアム」双方の弱点を止

しいのだ，と
）
。

の

」

こ

揚

年の１月に

行ったとき，サテ

（

レニアムに支配的

「神のミレニア

なたいる，ゆえに

た」とは，全能の

，インドのムンバイで開かれ

ィシュの新しい本をみつけた

）というタイトルの本

となる人間観をあとづけ，持

ム」というのは，いわば「垂

我あり」という人間観が支

人格神ないし神に匹敵する

た第４回世界社会フォーラム

。『あなたいる，ゆえに我あ

だ。この本のなかで彼は，各

論をいっそう展開している。

直型の雌波」の時代である。

配的となるが，その際の「あ

独裁者だけ。わたし（我）との

に

り』

ミ

「あ

な

関

係は，どうして

）の時

第２の「人間の

者からの「独立宣

に我あり」（

人間が自然を支配

もトップ・ダウン型とな

代だといってよい。

ミレニアム」の時代というの

言」（

）原理を掲げ

し，人間の中では脳が身体

る。「依存宣言」（

は，雄波の時代だ。絶対的支

）が発せられ，「我思う，ゆ

るデ・カルト主義が王位に就

を支配するという「唯脳論」

配

え

く。

（養

老孟司）が猛威を

哲学となる。

それでは来るべ

とは，いかなるも

件をひきついだ

ふるい，人間（＝個人脳）中心

き第３の「自然のミレニアム

のか。第２のミレニアムのな

「水平型の雌波社会」，「あなた

の天動説的な観念論が支配的

」にふさわしい人間観・自然

かで確立された個人的自立の

いる，ゆえに我あり」原理を

な

観

条

高
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次復活させる時代となるべ

代とは異なり，「あなた」は

地球・自然を包括する「大

平和の経済学（藤岡）

きだと，サティシュは説く。

，もはや人格神や絶対的独

自然と社会」全体に拡張され

第１のミレニアムの時

裁者ではなく，人類・

る。その結果，わたし

とあなたの関係は，水平

（

「全体主義」社会に退化し

それでは，ソ連や北朝鮮

生まれたのか。第２の千年

な軍事的努力を重ねたため

的なものに変わっていく。

）の時代がやってくるのだ
）
。

ないカギ――個人への生存権

のような「奇怪な形相をもつ

紀の「雄波社会」から離脱・

に，第３の「水平型の雌波社

「相互依存の宣言」

の無条件保障

全体主義」社会はなぜ

超克しようとして無理

会」に向かうことがで

きなくなり，逆に第１の「

――これが，この問いにた

存権を個人レベルで無条件

このような退行を防ぎ，「水

いくカギであった。しかし

を誓う人にだけ，忠誠に対

である。

垂直型の雌波社会」のほうに

いする私なりの答えである。

に保障することが，個人の市

平型の雌波社会」にむけて

現実には「スターリンや将軍

する恩恵＝特権として，生存

退行していったからだ

人間の尊厳を支える生

民的自立の基盤を固め，

人類社会を前進させて

さまへ無条件的忠誠」

権があたえられたから

生存権を無条件に保障す

な貨幣所得を個人単位に無

民的自立の基盤を強める，

障し，希望者には食料自給

というのが現時点でのわた

償の「愛のパワー」が先に

るためには何が必要か。 生

条件に保障する「市民所得保

個々人に再び「母なる大地

を可能にする「家庭菜園づく

しの解答である。自然と社会

あってこそ，人間の心身に感

存のために最低限必要

障制度」を創設し，市

」に回帰する権利を保

り」の権利を与える，

・祖先から受け取る無

謝のエネルギーが生ま

れるのであり，報恩の念に

またその結果，損得の経済

する人が増え，「市民」「文

が増えてくるのではないだ

もとづくボランティア活動に

原理の範囲を超えて，正邪の

化人」「変革主体」という立

ろうか
）
。

火が付くのであろう。

原理にもとづいて行動

場に立って行動する人

（ ）



立命館経済学（ 巻特

３．暴力と戦争の経

別号７）

済的根源

起点――自然を敬うこと

廃棄物を発生させる唯一の

自然界にはほかに 不用な

（グンター・パ

時は流れているものを 刻

人は群れて育つものを 刻

人は「経済人」になれぬも

終点――自然を見習うこと

種 それは人間である

ものを生み出す種などない

ウリ『アップサイジングの時代

むからこそ 無理がでる

むからこそ 無理がでる

のを 強いるからこそ 無理が

に』）

でる

マクロの視

社会からの国家

億年の進化の

た。「必要最小限

（

点でみると

と市場経済の分離

歴史のなかで，生物たちは

という掟」と「調和・共生と

「竹富島で会いましょう」に補

生存持続のための掟を育んで

いう掟」がそれである。動物

筆）

き

た

ちは互いに必要最

を避けてきた。こ

人間は， 万

うになった。１万

した。職業的な兵

である。戦争とい
）

小限の資源・獲物しかとらず

れが「自然の掟」（自然法）で

年ほど前に２本足歩行をする

年ほど前の農業革命の時期に

士と官僚が生まれ，国家・政

う組織的な殺戮戦を人類が始

，他の動物たちとの無用の争

あった。

ようになり，社会を形成する

社会からの最初の大分裂が発

治というものが生み出された

めたのは，たかだか１万年前

い

よ

生

の

に

すぎない。

年ぐらい前

の領域（経済）が

思議な魔物が生み

身体に宿る能力を

に，社会から第二の大分裂が

社会から分離し，「市場経済

出されたのである。脳（精神

所有しているという観念論の

発生した。「モノづくりと流通

」という独自の論理で動く不

）が「いのち」をもっており

幻想に，人間は囚われるよう

」

可

，

に

（ ）



図―１ モノ・生命

平和の経済学（藤岡）

・社会・国家・市場経済（資本主義）の捉え方

なり，自らを自然の外部に

なった。「不必要最大限とい

自然法とは正反対の内容で

置き，自然法とは異なる「社

う掟」と「競争という掟」

あった
）
。

会の掟」を作るように

がそれである。まさに

国家（政治）と市場（経済

費（人づくり）と余暇（学習

い「影のような仕事」の場

を図示したのが，図―１の

こうしてパワーと資源は

れ，正三角形の型をしてい

た。このような逆三角形の

）が分離独立してしまった後

・文化）の活動しか残らなか

に，社会は変質し，格下げさ

左側の三角形である。

自然から社会へ，ついで国家

た人間社会は中央部の逆三角

型は肥大すればするほど不安

の「社会」には，消

った。マネーを げな

れた。以上のプロセス

と経済へと吸い上げら

形の型に変わっていっ

定となり，グラグラし

やすくなる。そこで国家に

の福祉」という「つっかえ

昔は，豊かな自然資源（

たので，人工資本の拡充こ

日では，人工資本，なかで

なった。これにたいして「

よる安定装置――軍隊と刑務

棒」で支えることになった。

自然資本）にたいして人工資本

そが経済発展を主導する要因

も民間企業が持つ私的な人工

自然資本」（足元の土壌のなか
）

所，および「お恵み型

のほうが不足してい

であった。ところが今

資本はあり余るように

に，どれほどの微生物，

どれほどの数のミミズが生きて

能力の高さ），あるいは物的

共有する資本。インフラストラ

きた。このような時代には

ほうが，経済発展を主導す

いるか）や「社会関係資本」

な「社会資本」（道路や港湾施

クチュアともいう）のほうが

，自然資本や社会関係資本・

る役割をはたすようになる
）
。

（地域社会や家族の協同

設，学校といった社会の

不足する時代となって

社会資本の整備拡充の

（ ）



このようなしだ

都市・経済をどの

真実」を反映させ

立命館経済学（ 巻特

いで自然法と生命体のルール

ように再設計したらよいのか

るには，市場システムを修正

別号７）

にしたがって，コミュニティ

。市場価格に「エコロジー的

しなければならないが，どう

・

な

す

ればよいのか。先

安定した形に変え

能で平和な共生型

だいに薄れ，再び

ィ
）
やマルクスが予言

済・国家・社会を分

同様のことを沖

の図を用いると，不自然な逆

る課題に直面しているのだ。

社会にむけて成熟していけば

社会のなかに吸収されていく

したこのような理論的可能性を

かつ境界線を点線にしている）。

縄の歌手で国会議員でもある

三角形を右側の長方形のよう

長方形型の社会が将来，持続

，市場経済や国家の自立性は

かもしれない（カール・ポラ

考慮して，長方形型社会のなか

喜納昌吉は，こう述べている

な

可

し

ンニ

で経

。

沖縄と新大陸の原

正三角形型の社会

これにたいして逆

るが，平和はない

平和を兼ね備えた

れが第３のミレニ

はない
）
。

住民が作ってきたのは，図―

に住む「沖縄とネイティブに

三角形型の社会を作ってきた

。私たちは，この を埋めて

長方形型の社会を，いかにし

アムを迎えた新世紀の最重要

１の正三角形型の社会であっ

は自由がないが，平和がある

「アメリカと日本には自由が

いかねばならない」と。自由

て作りあげたらよいのか――

課題の１つだといっても過言

た。

。」

あ

と

こ

で

経済・政治・社

これまで人間社

現時点で固定し，

してみよう。そう

域（モノづくりと

会・自然の４領域の相関

会を歴史的な流れのなかで見

人間生活はどのような活動領

すると 時間の生の営みは，

流通），同じく社会から分離

てきたのであるが，この流れ

域から成り立っているかを観

社会から分離独立した経済の

独立した「政治・軍事」の領

を

察

領

域

（モノと人の管理・

り），および人間

のありかた）との

互関係を描いてみ

第１の領域は，

防衛），分離後に残った「社

活動の土台としての「大地・

関係からなっていることがわ

たのが，次の図―２である。

「経済」と呼ばれ，生産（モ

会・文化」の領域（消費と人

自然」領域（土地制度・土地

かるだろう。これら４領域の

ノづくり）と流通（消費者まで

づく

用益

相

届け

（ ）



図―

平和の経済学（藤岡）

２ 人間活動の４領域の相関

る活動）が任務となる。現代

動いている。「経済」の領

「真剣勝負」の世界であり，

るという意味で，「必然性」

行かれるとよい。どの民族

では市場と企業が主な担い

域は，凶暴な自然をあいてに

相手の動きにあわせてこち

が貫きやすい世界だ。試み

も，生産のための農具や運搬

手となり，利潤原理で

がぶりと組み合った

らの動きも決まってく

に世界の民族博物館に

手段など（さらにいう

と武器）については，驚くほ

の世界では，「遊び」や「空

しい。経済の世界における

のはそのためだ。マルクス

下部構造」（社会の土台）とし

との間の必然的な関連性の

ど似通ったものしか生みだ

想」といった観念の自由な

人間行動は予測がつきやすく

が人間活動のなかから特別に

てとりだし，そこに見出さ

認識をてがかりにして，社会

せていない。真剣勝負

飛 を許すゆとりに乏

，数式で表わしやすい

経済の世界を「社会の

れる生産力と生産関係

の科学的認識を深めよ

うとしたのは，そのためで

第２の領域は，「政治」と

る。政府や自治体が担い手

ている。

「政治」と「経済」とが分

あった。

呼ばれ，モノと人の管理・

となり，計画中心の運営をし

離独立してしまった後の「

統治・防衛が任務とな

，「公共」原理で動い

社会」の領域には，消

（ ）



費・ケア（人づく

て「社会」領域は

主として女性が担

立命館経済学（ 巻特

り）と余暇（学習・文化）の活

，マネーを げない「影のよ

当するようになった。

別号７）

動しか残らなかった。したが

うな仕事」の場に格下げされ

っ

，

ただし「社会」

ごとにじつに多様

の終わった後の余

動・教訓を同胞に

呼ぶ
）
。「社会」の

人間の活動を１

ン，「政治」はハ

（人づくりと文化）領域では，

・多彩な活動が展開されるの

暇の時間帯に，自らの人生体

伝達し，人びとを癒し元気づ

なかでも，もっとも自由度・

台の自動車にたとえてみる

ンドル，「社会・文化」はブ

「遊びの余地」が大きく，民

が特徴である。とくに真剣勝

験をふりかえり，自らの得た

けようとする営みを「文化」

遊び度が高い領域である。

と，「経済」とは自動車のエン

レーキにあたる。「大地・自然

族

負

感

と

ジ

」

は，さしずめ自動

の領域）だけに視

てしまうことに注

資本主義国のタ

経済，政治，社

よって，同じ資本

車を走らせる道路だといっ

野を局限すると，自動車の全

意してほしい。

イプの違い

会・文化，大地・自然という

主義国といっても，そうとう

てよい。エンジン部分（狭い

体的な姿も道路も見えなくな

４つの領域の組み合わせかた

の質のちがい，タイプの違い

経済

っ

に

が

生まれてくる。た

がもっとも強い影

ことが多いし，政

涯所得の視点から

づくり）も経済の

他方，日本や東

とえば，アメリカ型の資本

響力をもっている。閣僚たち

治の世界にも市場の論理が貫

大学の質を評価するしくみが

論理で左右されることが多い

アジア諸国のような「重商主

主義のばあい，経済（市場）領

は，経済界の代表が任命され

きがちとなる。また卒業後の

発達しているように，社会

。

義」ないし「開発主義」タイ

域

る

生

（人

プ

の資本主義のばあ

強力な窓口指導と

くなるし，検定教

なる。

これにたいして

い，国家と官僚機構が主導的

産業政策をとおして，経済領

科書をとおして，人づくりの

，北欧型の資本主義のばあい

な役割を果たしてきた。国家

域を指揮し，支援することが

領域にも影響力をふるうこと

，社会・文化領域が相当に自

が

多

に

律

（ ）



的な活動を展開し，他の領

「社会・文化」部門が発展し

力と企業権力の暴走を，監

平和の経済学（藤岡）

域のありかたに影響力を発揮

， ・ の旺盛な活

視し，抑制する力を育んでき

してきたのが特徴だ。

動を生み出し，国家権

た。そのため同じ資本

主義システムのもとでも，

選挙での投票率は，米国の

ばあいは，８割から９割に

これとは別に，人間社会

関係をとり結んでいるかに

どれほど徹底した土地革命

その結果，大地のなかに，

民主主義がかなりの程度，根

ばあいは３割から４割台にす

達することが普通となる
）
。

のありかたは，その社会が大

よっても大きく左右される。

が行われ，土地資産の民主的

どれほど大量の微生物とミミ

付くことになる。国政

ぎないが，北欧諸国の

地・自然とどのような

封建制度の解体過程で，

な再配分が行われたか。

ズが生息し，健康な動

植物を育み，健康な心身を

程度，家庭菜園を保有し，

いるか。――これらの指標

社会関係の質（住民の健康度

ある。

ミクロの視点でみると

もつ住民を生み出しているの

大地・自然との有機的な関係

いかんで，同じ資本主義シス

，社会関係の平和度）は大きな

か。都市住民も，どの

を保った生活を送って

テムのもとにあっても，

影響をうけるからで

主流派経済学の前提する

「悠久の時空のなか，人は

ゆく」――これが「自然の

て主流派経済学――新古典

ミカス）というのは，つぎの

「人間像」の非現実性

大地に生まれ，群れをなし

掟」の定める人間像にほかな

派経済学が想定する人間像

３つの仮定にもとづく人工的

て育ち，大地に帰って

らない
）
。これにたいし

（「経済人」ホモ・エコノ

な作品である。

第１に，手から指先を切

間軸）のつながりから切りは

である。その結果，人間を

ように孤立した実体だと想

第２に，人間の孤独な意

断するように，人間を「類」

なし，孤独な「個人」とし

「ビリヤードの球」（後述する

定することになる。

識（脳）のほうを，身体（いの

（空間軸）と「累」（時

て取り扱うという仮定

ラッセルの言葉）の

ち・能力）を自在に管

（ ）



理・所有できる主

をとるかを「決定

前提される。しか

立命館経済学（ 巻特

体だとみなす。そのため，人

」でき，その結果に「責任」

し脳から心臓に「止まれ」と

別号７）

間というのは，どのような行

をとれる主体だとアプリオリ

いう指示を送っても心臓は止

動

に

ま

ってくれないし，

う指示を発しても

どもに生まれるか

できない。意識す

き，「自己責任」

よいが，これを前

が示すように
）
，自

逆に心臓麻痺に襲われると，

心臓は止まってしまう。アフ

，米国の大富豪の子どもに生

る前に，すでに身体が生ま

をとれる主体への成長を長期

提条件にしてはならない。精

己決定・自己責任の能力を育

いくら脳から「止まるな」と

リカの貧しい難民キャンプの

まれるかを，子どもは自己決

れていたからだ。「自己決定」

的な発達目標として掲げるの

神障害者の自立支援組織の実

むには，相応の条件と基盤―

い

子

定

で

は

践

―

長期にわたるスロ

第３の仮定は，

応」するという仮

いう人間観では，

カ軍が敗退したの

しかし主流派エ

「死に物」とみな

ーな支援のしくみが必要だか

この硬い球は，経済的刺激

定だ。「自分だけ，今だけ，

なぜ自爆テロが敢行されるの

かを説明することはできない

コノミストは，人間を「ビ

し，ニュートン力学の数式を

らである。

（損得勘定）にのみ「合理的に

お金だけ」にしか関心がない

か，なぜベトナム戦争でアメ

。

リヤードの球」のような孤独

借用して，球の行方を計測し

反

と

リ

な

よ

うとする。このよ

当たりまえである

人間ピラミッド

人間とは「ビリ

してよいのだと教

うな非現実的な人間観にもと

。

を形成すると，どうなるか

ヤードの球」のようなもので

えられて，子どもたちが「経

づく経済予測が外れやすいの

あり，個人的な損得勘定で行

済人」に「成長」し，人間ピ

は

動

ラ

ミッドを作るよう

体力にまかせて上

のが下に，強いも

ッドが形成され，

女・子ども・老人

に指示されたとしよう。彼ら

の位置に移ろうと競いあい，

のが上に，もっとも強いもの

そこでいったん「市場均衡

や障害者，発展途上国の民衆

は下積みの労苦から逃れよう

いがみあう。その結果，弱い

が頂点にくるような人間ピラ

」が成立するだろう。底辺に

が下積みにされ，最底辺に配

と，

も

ミ

は

置

（ ）



された動植物たちは，もだ

む。

このような均衡は不安定

平和の経済学（藤岡）

え苦しみ，「自然資本」と「

であり，一時的である。富と

社会資本」の劣化が進

権力を吸い上げる過程

が進み，ピラミッド上部の

遅かれ早かれピラミッドが

「恐慌」であり，政治的表現

４ 平和の担い

いっそうの肥大化と下部のい

崩壊する日が来るであろう。

を「戦争」と呼ぶ。

手となるために個人でで

っそうの劣化が進むと，

崩壊の経済的表現が

きること

「生き

死ん

をも

「……

於い

幸福

ている人だけの世の中じゃない

だ人もいっしょに生きているから

つことができるのよ。ふうちゃん

（

近代科学の実証と求道者の実験

て論じたい。世界がぜんたい幸福

はあり得ない。自我の意識は個人

よ。生きている人の中に

，人間はやさしい気持ち

。」

灰谷健次郎『太陽の子』）

とわれらの直観の一致に

にならないうちは個人の

から集団・社会・宇宙と

次第

中に

平和の担い手を育てるた

・ガンジーが警告した

が盲目になり，破滅への道

に進化する。……正しく強く生き

意識してこれに応じていくことで

（宮沢賢

めに

ように，「目には目を」を続

を驀進するようになろう。し

るとは，銀河系を自らの

ある。」

治『農民芸術概論綱要』）

けていくと，世界全体

かし，もし「敵を愛す

る」ことができるならば，

のようなことは可能なのだ

年のインド そこで

ンズー教徒間の積年の怨念

内戦が始まった。いっさい

その瞬間にすべてのことは変

ろうか。どうすれば可能とな

は英国からの独立を目前にし

が火を噴き，独立後の国のか

の暴力の停止を求めて，ガン

わっていくだろう。そ

るのだろうか。

て，イスラム教徒とヒ

たちをめぐって凄惨な

ジーは単身で無期限の

（ ）



断食に入った。あ

の男が訪れ，殺人

その男にこう答え

立命館経済学（ 巻特

る日彼のもとに，イスラム教

を犯した自分にも救いの道が

たという。「救いの道がひと

別号７）

徒を殺したというヒンズー教

あるのかと問うた。ガンジー

つだけあります。イスラム教

徒

は，

徒

の孤児をあなたの

育てねばなりませ

る。子どもを本当

ーは説いたのであ

年９月のニ

牲者の家族の一部

イラクの地を訪れ

養子にするのです。ただしそ

ん」と。敵の子どもを愛する

に愛するとはその子の本来性

る
）
。

ューヨーク そこでは凄惨な

は「平和な明日のための遺族

，米軍の攻撃の犠牲者遺族

の子どもはイスラム教徒とし

ことができれば，すべてが変

を尊重することなのだとガン

同時多発テロ事件が起きた。

の会」をつくった。アフガン

を弔問する旅，痛みと悲しみ

て

わ

ジ

犠

・

を

分かちあい，憎悪

年３月 日

議会の前の道路に

略原潜の模型が運

己の体を何重もの

ットランド議会の

のハッチから演説

と暴力の悪循環を克服する旅

朝の英国のエジンバラ 同市

長さが メートルもあるトラ

び込まれた。この「原潜」に

チェーンと鍵とで，大地と原

若き女性議員のロウジ・ケイ

をした。警察が出動し，原潜

を彼らは続けている
）
。

に置かれているスコットラン

イデントミサイルを発射する

は， 人が乗り組んでおり，

潜の構造物とに固定した。ス

ンさんも乗組員となり，司令

を解体するまで，道路の非暴

ド

戦

自

コ

塔

力

的な封鎖は， 時

た，このユーモア

平和団体の「トラ

てきた「トライデ

という事態が，メ

果，世の人々の注
）

間も続くことになった。スコ

あふれる運動は，劇的な効果

イデント・プラウシェア」は

ント原潜の解体」作業を，

ッセージ性を高め，メディア

目と共感を獲得し，政府にた

ットランド議会の前で展開さ

を生み出したと，実行した市

述べている。市民運動が要求

時間もかけて，権力側が行っ

も無視できなくなった。その

いする大きな圧力となったか

れ

民

し

た

結

ら

である。

このような人た

２つの「自己

ミヒャエル・エ

ちを育んでいくには，どうし

実現」を区別する

ンデの『モモ』という童話を

たらよいのだろうか。

読まれたことがあるだろうか。

（ ）



図―３ 人間発

平和の経済学（藤岡）

達の視点からみた「自己」の拡張プロセス

出所 を一部改作。

「灰色の紳士たる時間どろぼ

くれた不思議な女の子――

格化したもの。同じ自己実

の「自己実現」とモモにと

っての実現すべき「自己」

う」と闘い，盗まれた時間

モモの物語だ。「灰色の紳士」

現という言葉を使っても，「

っての「自己実現」とは，大

とは何か。それは，手（社会

を人間にとりかえして

とは，「経済人」を人

灰色の紳士」にとって

きく異なる。前者にと

）と身体（自然）から

切断された指先であり，「硬

己」である。したがってこ

ルギーは生まれてこない。

るという恐怖心だけが動力

このような内容のない「自

い球」にすぎず，いのちの

のような「自己」を実現しよ

他人（ボス）からの評価（裁

源となる。ビジネス書で説か

己」実現であることが多い。

ない，中身のない「自

うとする内発的なエネ

き）と競争から脱落す

れる「自己実現」とは，

（ ）



これにたいして

指先のちっぽけな

体の一部である。

立命館経済学（ 巻特

モモのばあいの実現すべき

存在だとしても，手・身体・

指先（自我）は身体と結びつ

別号７）

「自己」とは何か。「自己」と

大地とつながった躍動する生

いており，身体は，土台とし

は，

命

て

の家族と「バイオ

生物が育てあう大地

モモのような生

れて自然と拡張し

ンの作成した次の

赤ん坊から幼児

り本人一人だけだ

・リージョン」（アイヌ語でい

・地球）に根ざしている
）
。

命力の豊かな子どものばあ

ていくものである。米国の未

図―３をみていただきたい。

の時代には，自己利益にかか

。要求を貫くために，あたり

う「ウレシパ・モシリ」＝すべ

い，「自己」の範囲は，成長に

来学者のヘーゼル・ヘンダー

わる「自己」の範囲は，文字

かまわず泣き叫ぶ赤ん坊の姿

ての

つ

ソ

通

を

思い浮かべてほし

の範囲に入ってく

団体まで広がって

り始める。さらに

球の運命までが

市民」への「自己

銀河系を自らの中

い。通常の人のばあい少年期

る。青年期になると，「自己

くる。成熟期に入ると，民族

視野が広い人のばあいは，動

「自己」のなかに入ってくる

」の拡張を論じる彼女の議

に意識してこれに応じていく

になると，家族が「自己」利

」の範囲がコミュニティや企

や国家まで「自己」の範囲に

植物や死んだ人，未来世代，

だろう。「地球市民」から「宇

論は，「正しく強く生きるとは

ことである」とうたう宮沢賢

益

業

入

地

宙

，

治

の境地と通底して

これにたいして

我）に照応した経

張し，発達をとげ

先に述べたよう

戦争廃絶の不可欠

いる
）
。

新古典派経済学というのは

済学だと彼女は述べる。幼年

ていく展望を閉ざしてしまう

に 年前にアインシュタイ

性」を訴えた ・ラッセル

，幼年期の発達段階の自我

期を超えて人間が「自己」を

からである。

ンとともに，「核の時代におけ

も，『幸福論』の末尾で「宇宙

（小

拡

る

市

民」への成長にふ

の関心を寄せるよ

散する。そういう

て，ビリヤードの

るようになる。…

れて，こう書いている。「私

うになると，自己とその他の

本物の関心を通して，人は，

球のような硬い孤立した実体

…そのような人は，自分を宇

たちが外部の人々や事物に本

世界との対立は，ことごとく

自己が生命の流れの一部であ

ではない，ということを実感

宙の市民だと感じ，宇宙が差

物

消

っ

す

し

（ ）



出すスペクタクルや宇宙が

とにくる子孫と自分は本当

ともない。このように，生

平和の経済学（藤岡）

与える喜びを存分にエンジョ

に別個な存在だと感じないの

命の流れと深く本能的に結合

イする。また自分のあ

で，死を思って悩むこ

しているところに，最

も大きな歓喜が見出される

欲求の階層性という視点

ハム・マズローがいる。自

しぜんと自己超越（トランス

ている。

このような「大我の人」

として，「小我」は「大我」

」と
）
。

から自己実現の理論を深めた

己実現の欲求が満たされたの

・パーソナル）のレベルへ向

を育てるには，どうしたらよ

に成長していくのだろうか。

心理学者に，エイブラ

ちには，人の欲求は，

かうとマズローは説い

いのだろうか。何を糧

自然のなかで自己と向

大地とコミュニティから

活をしていると，真実の自

長していくために第一にな

イバシーのための空間と余

己の机，可能ならば「鍵の

きあう――「深我」の獲得

切り離され，根無し草となっ

己に気づくチャンスが乏しく

すべきことは，自己と向きあ

暇時間を確保することである

かかる個室」を確保し，瞑想

て大都会で孤立した生

なる。平和の主体に成

う空間と時間――プラ

。結婚後も夫婦は，自

する時間をもってほし

い
）
。そのうえで自己の本来

会を増やすことが大切だ。

たちと……つながっている

英文学者でタオイスト（

ている。「町にいるときの私

いたりされていて，『芯』の

性に気づくために，自然のな

なぜなら「私たちは，頭では

」からである
）
。

道教思想家）の加島祥造さんは

は，『料理された』ものなの

あたりだけがようやく生で

かで自己とむきあう機

なく，身体で他の生物

，つぎのように書い

だ。長いこと煮たり焼

残っている」と。大都

会のなかで，資本主義的な

の「賢い体と丈夫な頭」を

まずは大地・自然に抱か

に自己（小我）を「指先」と

指全体と手の平によって支

社会関係によって「料理され

取り戻すには，どうしたらよ

れた深い自己（深我）を取り

して表現したが，自己の足

えられていることが自覚され

た」自己を癒し，本来

いのか。

戻すことであろう。先

元を深く掘り，自己が

てはじめて（深我の自

（ ）



覚），自己は，じ

ていること，いい

ているという真実

立命館経済学（ 巻特

つは手と腕・体の一部にすぎ

かえると私は地球の一部であ

が自覚される（大我の自覚）

別号７）

ず，他の「指先」ともつなが

り，すべてのいのちとつなが

からである。このように自己

っ

っ

認

識を深めていくに

だとして，加島さ

けた。……しかし

を聞くころここに

詩が書けるように

た。」「ここにいる

で「自分の頭の支

は，まずは自然のなかにプラ

んは，つぎのように続けて

壮年期には詩の泉がとまって

山小屋を持つようになり，こ

なった。伊 谷は涸れかけた

ことで，いま生きていると

配から自分の心身を解放する

イバシー空間をもつことが必

いる。「若いころには詩が少し

しまい， 年が過ぎた。 の

の小屋で過ごす日々だけはま

私の詩の泉をよびもどしてく

いう意識が鋭くなる。」そのこ

ようにな」った。ありのまま

要

書

声

た

れ

と

の

自分を受け入れた

「するといわば，

きた」と
）
。

なぜ自然のなか

社会的動物である

「では土を忘れる

よって，『いのち

ときに，自然の中のいのちの

『むこうから現われる』かのよ

で自己と深く対話する場を持

前に自然的動物だからだと，

とき，私たちの心身はどうな

』が生から死へ，死から生へ

流れに感応する力が戻ってき

うに，新しい美の領域が見え

つことが必要なのか。人間と

画家の宮迫千鶴さんは述べる

るのか。……土を忘れること

と循環しているものだという

た。

て

は

。

に

自

然の原理を私たち

ちて土になり，そ

は新しい世代の生

なくなると，……

なくなるだろう。

るが，この『自己

は忘れてしまう。たとえば雑

の土は腐葉土として新しい植

につながっていくのだが，そ

『自己の人生を満たされたも

私たち人間は，社会的動物で

の人生を満たされたものとし

木林の落ち葉は，はらはらと

物を育てるように，私たちの

の『いのちのつながり』が見

のとして眺める』足場がわか

あると同時に自然的動物でも

て眺める』ためには，社会的

落

死

え

ら

あ

で

あるだけでは充分

かということが重

ディアが土である

育場』なのである

の精神の落ち着き

ではなく，むしろどれほど，

要になると私は思う。その自

。つまり土は『いのちの墓場

が，そのことを魂の深層で納

には，きっと大きなへだたり

おのれの中に自然性を見つめ

然性を見つめるための貴重な

』であり，同時に『いのちの

得している人と，そうでない

があることだろう」と
）
。

た

メ

養

人

（ ）



このようにして自然体と

自然体のなかに眠る潜在的

龍村 仁さんは，『ガイア・

平和の経済学（藤岡）

しての自己を取り戻すことが

能力を最大限に発揮できるよ

シンフォニー』という映画の

できれば，その人は，

うになる。映画監督の

なかで，深海 メー

トルまで素潜りをした記録

村さんによれば，魚は脈拍

る。これにたいして自意識

増やしてしまうため，酸素

ころがマイヨールのばあい

のあたりでは，毎分 回に

て肝臓や脾臓から直接に脳

をもつジャック・マイヨール

を格段に落とすことで，深海

が過剰な人間は，潜るほどに

不足に陥り， メートルも潜

，「普段毎分 回である脈拍数

落ちている。圧縮されて働か

や心臓にむかって，不必要な

を登場させている。龍

での生活に適応してい

緊張を高め，脈拍数を

ることができない。と

は，水深 メートル

なくなった肺にかわっ

場所に残っている赤血

球を送りこむ血流が生まれ

過せずに，自然に，生き続

るコツは，過剰な自意識か

となのだ
）
。

「菜園家族」の体験を

自然のなかで自己と深く

ている。活性化した細胞や組

けるための最大限の力を発揮

ら自己を解放し，自然（＝魚

とおして，自然の恵みへの感

対話する空間を持つことは，

織が『私』の意識を通

している」と。深く潜

）の摂理に同化するこ

謝の心を育てる

「深我」を取り戻すた

めの重要な一歩ではあるが

ことは，いのちの移し変え

この「いのちの移し変え」

ことを学べるからである。

近代資本主義のもとで大

みなし，農業と工業と同一

，それだけでは十分とはいえ

である」という真実を外から

のプロセス自体に参画するほ

都会の生活を送っていると，

視したり，人間を「人材」と

ない。「生きるという

観察するにとどまらず，

うが，はるかに多くの

生き物を「死に物」と

みなし，時間をマネー

と等置する思考に染められ

業，「構想と実行」「生産者

域と被害地域」「戦争の指揮

の総体を認識する上での深

てきた。

ていく。「農業と工業」，「農

と消費者」「料理する人と食べ

者と前線で戦う兵士」との

刻な障害となり，幾多の紛争

村と都市」との間の分

る人」「公害の加害地

固定的な分離は，真実

を生み出す元凶となっ

（ ）



これらすでに形

し，前近代以前の

したとえば農業の

立命館経済学（ 巻特

成され，固定されてしまった

自給自足時代に戻ることは不

分野に対象をしぼって，消

別号７）

「分離・分業」を全面的に廃

可能だし，得策でもない。た

費者（都市住民）が同時に生産

止

だ

者

となる「家庭菜園

働生産性が多少低

役割をはたすと思

じっさい欧州の

家庭菜園が延々と

の比良山麓に肥沃

坪程度の土地で

」促進プログラムを設けるこ

くなるとしても
）
，「平和な健

われる。

都市近郊にいけば，「農業を

続くという情景が常態化して

な畑を借りて，妻とともに農

あっても丹精こめて耕作すれ

とができれば，かりに農業の

康人」を形成するうえで大き

趣味とする都市住民」が開い

いる。私のばあい，琵琶湖の

業体験に励んでいるのである

ば，野菜は十分に自給できる

労

な

た

西

が，

。

すべての個人に

得を個人に無条件

個々人に「母なる

にするだけの農地

の力を健康な家族

きるだけでなく，

菜園家族を形成

生存権を保障するには， 生

に保障する「市民所得保障制

大地」に回帰する権利も保障

を与える措置をとるべきであ

関係，健康な地域社会づくり

市民所得保障制度のための財

することは，生存権を保障

存のために最低限必要な貨幣

度」を創設するだけでなく，

し，希望者には食料自給を可

ろう。この措置によって，自

のパワーに変えていくことが

政負担を減らすことができる

するだけでなく，「人の心を穏

所

能

然

で

。

や

かにし」，「平和な

とえばフィリピン

からマオイスト

橋成子さんは，こ

かった」。最大の

われたことだけを

健康人」を形成するうえでも

随一の砂糖プランテーション

（毛沢東主義者）ゲリラの指導

う語っている。「『土地』を獲

理由は，資金や技術不足では

する」，「困れば地主に借金」

大きな役割をはたすだろう
）
。

地帯のネグロス島で， 年

した土地闘争を観察してきた

得してもすぐには農業はでき

なく，「仕事は賃金をもらって

という砂糖労働者特有の「依

た

頃

大

な

言

存

の文化」であった

一夜にして農民に

「労働者の顔」

心」を取り戻すき

とって不可欠な必

。「破産した農民は一夜にし

はなれない」。

（中西五洲さん風にいえば「雇

っかけとなったのは，大地の

需作物の栽培に切り替えてか

て労働者になれるが，労働者

われ者根性
）
」）を捨てて，「農民

自然循環に副い，家族・地域

らであった。野菜を軸とする

は

の

に

地

（ ）



域循環重視の有機農業をは

心が穏やかになった。前は

汗をかくから仲良くなった

平和の経済学（藤岡）

じめてから「借金もなくなっ

よく喧嘩していたお父ちゃん

よ。」「土地は……闘争でしか

た。体は疲れるけど，

とも，毎日一緒に畑で

獲得できないかもしれ

ないが，土を作り農を営む

「抑圧的なプランテーション

持つ農業というのは，こん

いる
）
。「都会の銀行に預金が

という根源的な安心感」（き

このような新しいタイプ

「あなたいる，ゆえに我あり

ということは，心を平和にし

型の砂糖栽培から解放され

なに平和的なことなのか」と

ある安心感とは質の違う，

くち ゆみ）が，ここにはある

の（伝統的な兼業農民とは異なる

」の視点にたつ「自然のミ

なければできない」。

，農民が自己決定権を

大橋さんは述懐されて

大地に生かされている

からであろう。

）菜園家族の形成は，

レニアム」をささえる

新しい人間発達像――小我

学の形成と普及に大きな役

近代資本主義の歴史のな

「自然の征服」，「大量生産・

ミレニアム」を支える新た

承されてきた「アニミズム

たとえば――南アフリカ

から深我をへて，大我にいた

割をはたすであろう。

かではびこってきた「人間

大量廃棄」という人生哲学を

な「平和の哲学」を形成する

」にもとづく自然観は示唆的

のナミブ砂漠のブッシュマン

る新しい人間発達の哲

（個人脳）中心」主義と

くつがえし，「自然の

うえで，世界各地に伝

である。

（原住民）たちが狩に

使う弓は，射程距離が

製作しないのだ。その理由

る。

「狩に出て大きな鹿の群れ

てくれるのかは，鹿のほう

今射てはいけない個体，す

メートルしかない。彼らは

について，映画監督の龍村

と出会った時，どの『個体

から教えてくれる，と彼らは

なわち妊娠中のメスや子育て

あえて「弱い弓」しか

仁さんはこう書いてい

』が彼らに生命を与え

言う。だから決して，

中の母，群れに必要な

リーダーなどは射たない。

を分かち与えてくれるのだ

弱い弓で射られた大きな

られた昆虫の毒が全身にま

ュマンの狩人たちは根気よ

彼らが鹿を獲るのではなく，

から。

鹿は，決してその場では倒れ

わって力尽きるまで何日もか

く追跡し続ける。……時には

鹿のほうが彼らに生命

ない。矢じりの先に塗

かる。その間，ブッシ

，家族のいる部落から

（ ）



何百キロも離れる

ロもの追跡を続け

跡は，『生命を与

立命館経済学（ 巻特

こともある。水も食料も持た

ることは，狩人たちにとって

える者』と『与えられる者』

別号７）

ず，灼熱の太陽の下で，何百

も命がけの営みとなる。この

との……過酷で神聖な儀式で

キ

追

あ

る。……そして，

儀式は終わる。だ

い。肉は食べ物に

度，別の生命を生

「すべての生命

りの中で輪になっ

のことを忘れかけ

『与える者』が『与えること

から彼らは，倒された鹿の肉

なり，皮は衣服，骨は矢じり

きるのだ。」

が，外から生命をもらい，外

て生きている。『道具』を著

ている。数万年もの間，道具

』を心から受け入れた時，こ

体を一片たりとも無駄にはし

や針，スジは糸になり，もう

へ還元してゆく，というつな

しく進歩させた人間だけが，

を進歩させなかった生き方の

の

な

一

が

そ

な

かに，自然の調和

んでいる
）
。

沖縄八重山群島

竹富の島民が家を

る樹木を切り倒す

どし一枚になって

すまないが，あな

をとりもどす偉大な叡智が隠

の竹富島にも，かつてよく似

建て替えようとすれは，隣

以外になかった。切り倒す前

，「私の一家はこんなに貧し

たの命をいただけないか」と

されている」と，龍村さんは

た慣習があった。樹木の乏し

の西表島にいき，そこに自生

夜，一家の主は樹木の前でふ

く，どうしても新しい家がい

涙を流して踊るという儀式を

結

い

す

ん

る。

行

ってきた。そして

た」ことを確認し

これら原住民が

せようとする実践

「いのちへの感謝

る。

「そこまで望むのならば」と

てから，切り倒してきたとい

育んできた伝統を，大学の教

がある。大切に飼育してき

」を学ぼうと呼びかける村井

，樹木のほうが「その気にな

う
）
。

育プログラムのなかで再体験

た動物を殺して食べることで

淳志さん（金沢大学）の実践で

っ

さ

，

あ

教材は若鶏。「

ってあげてくださ

バイスをうけて，

か実行できない。

り，鶏の体温が下

きちんと押さえないと暴れま

い。死ぬのにストレスがある

学生たちは恐る恐る包丁を鶏

引きつった顔で，ようやく頚

がり，脈が弱くなる。湯につ

す。一気に血液が出るように

と肉質が落ちます」というア

ののど元に近づけるが，なか

動脈を切断した。血がほとば

けて毛をむしり，解体する。

切

ド

な

し

そ

（ ）



の後，学生たちは，から揚

からには無駄なく食べてあ

っている，生きるとは命か

平和の経済学（藤岡）

げ，鳥皮の炒め物などの料理

げることが礼儀」，「私たちは

ら命のバトンタッチなのだ」，

を口にする。「殺した

無数の命の上に成り立

「いただいたいのちの

重みを考えたら，過食はい

た真実を深く体得するには

ロシューマー」（消費者が生

主流派経済学の「ビリヤ

ならば， 張れ」と説くこ

れ」と説くことはできない

っさいに自然と社会の愛情

のちへの冒涜だ」，「腹八分目

，消費者が家畜の飼育と屠殺

産者を兼ねる）体験をすること

ードの玉」型人間観に立つか

とはできても，「 張れるこ

。まず子どもたちに無条件に

を注ぎ込めるような社会と家

で医者いらず」といっ

にも携わるという「プ

が不可欠なのである
）
。

ぎり，「生き残りたい

とに感謝できる人にな

生存権を与え，またじ

族のシステムをつくり

あげることが大切だ。そう

ちが自然と生まれ，「お返し

ろう。まことに「感謝こそ

このプロセスこそが，子ど

く根源的な力となるにちが

「システム思考」ので

すると子どもの間では，恩恵

」のための奉仕活動を自発

が人の心を大きく，美しく，

もたちの心に宿った「小我」

いない
）
。

きる人となる

にたいする感謝の気持

的に展開していくであ

強くする」のであって，

を「大我」に変えてい

近代経済学の人間観にも

た自己決定の所産であるか

傾向がある。しかしこのよ

と暴力の悪循環」を強める

にとりくむばあい，「木を見

ではなく，「森から木を見て

とづけば，暴力や戦争などの

ら，個人責任を追及し，処罰

うな個人主義的アプローチは

だけであろう。戦争や環境と

て森を見ない」という「個

いく」という「システム・

「悪行」は個人がなし

すれば事足れりとする

，じっさいには「憎悪

いった地球的な問題群

人主義的アプローチ」

アプローチ」（弁証法的

な思考法）をとることが，い

淳子さんは強調している。

責任よ」「世間が悪い」「あ

責任を帰するのではなく，

だから，たとえ人が交代し

かに重要であるかを，環境

何か問題がおこっても，「あな

の出来事のせいだ」と，特定

「問題がおこるのは，システ

ても構造が同じならば，同じ

ジャーナリストの枝廣

たが悪い」「あいつの

の個人や個別の事象に

ム（構造）のせいだ。

問題がおこる」と考え

（ ）



ることのできる人

南アフリカでは

司教をチーフにし

立命館経済学（ 巻特

を増やしていくことが大切な

アパルトヘイト犯罪の解決を

て「真実和解委員会」が設立

別号７）

のである。

めざして，デスモンド・ツツ

されたが，この委員会が採用

大

し

たのも，この「シ

史的悲劇の真実の

が，「真実和解委

犯された暴力事件

問や虐殺に加わっ

るという方針がと

を攻撃せずに，問

ステム・アプローチ」であっ

全側面を明らかにし，二度と

員会」の目標とされた。その

や腐敗事件の真相も解明する

た者は，「真実を語り」真相

られた。「罪を憎んで人を憎

題・システムを攻撃」し，

た。数十万人が殺されたこの

悲劇を繰り返させないという

ために 黒人解放運動の内部

， 国家権力の命令をうけて

究明に協力するならば，免罪

まず」という格言があるが，

「くずれぬ平和」を作り出して

歴

の

で

拷

す

「人

い

くカギが，システ

自他分離の克

人間とは進化の

人としての人間は

ると，黄身と白身

ライパンという場

ム思考なのである
）
。

服めざす「場」の質を高める

系統樹でいうと，先端部の葉

，卵のような存在にたとえる

に分かれる。フライパンのう

が十分に滑らかであれば，黄

っぱのようなものであるが，

ことができる。新鮮な生卵を

えで，何個かの卵を割ると，

身の部分は，独立性を保って

個

割

フ

い

るが，黄身を支え

じであって体と心

流するための判断

かならないからだ

心が正常に発達し

準で世界をみると

る白身の部分が溶け合って，

からできている。体は黄身で

のしくみ」であり，「温かい

。体だけをみていると，個人

てくると「温かい交流ので

，すべてつながっていること

一つになってしまう。人間も

心は白身にあたる
）
。心とは

交流を行うための潤滑油」に

個人まったく別ものに見える

きる人間」に成長できる
）
。「魂

が観えてくる」からである
）
。

同

「交

ほ

が，

水

そ

のためには，白身

ずみずしい心を創

第１に白身にも

すことのできる賢

生活に即した対話

のように滑らかで潤いのある

るためには，何が必要なのだ

っと水分を補給することだ。

い体」を日本の男性はとりも

を行えば，あるいは自爆に走

心を育てなければならない。

ろうか。

そのためには，もっと「涙を

どす必要がある。自らの体験

るパレスチナ民衆の悲劇を目

み

流

と

に

（ ）



すれば，涙が出てくるのは

法の世に生まれた如来の弟

「悲泣する心」をとりもどす

平和の経済学（藤岡）

自然なこと。かつて親鸞が『

子たちよ，悲泣すべきである

ことが必要だ。「憎しみは人

歎異抄』のなかで「末

」と説いたように，

を壊すけれど，悲しみ

は人を壊さない」という。

大量の涙が必要となるので

第２に，対話の前には，

合唱，演劇をすることが効

を踏み鳴らすスペインのフ

ンス状態に入るうえで効果

となったデンマークの民衆

憎しみを深い悲しみ（慈悲）

あろう
）
。

母なる地球の大地を両足で踏

果的である。沖縄の人たちが

ラメンコ・ダンスなどは，自

的だ。米国南部のハイランダ

学校では，スクウェア・ダン

に転換していくには，

みつけて踊るダンスや

好む「エイサー」や足

他分離を克服し，トラ

ー民衆学校やその原型

スと合唱をして，その

後に対話のワークショップ

生きいきして，ついで賢く

第３に，白身が混ざりや

とも大切だ。大地の祖霊が

あるいは被爆記念日の広島

ができれば，効果的であろ

に移ることが普通だった。当

なろう」という標語を掲げて

すくするために「場（フライパ

息づいている沖縄のウタキ〈

・長崎の地を舞台にしてワー

う。

時の民衆学校は「まず

いた
）
。

ン）」の質を高めるこ

聖域 のような場所，

クショップを行うこと

財の本来の固有価値

灰谷健次郎さんは，『太陽

くだらんものに凝ったな…

区別がつかなんだ。それが

そこがちゃんとしとるさか

「人間のくらしに必要なもの

を見抜く力を育てる

の子』という小説のなかで

…人間のくらしに必要なもん

わからん人間はわやになるね

い，人間の中でも上等が多い

」とはなんだろうか。この

登場人物に「むかしは

とそうでないもんとの

。沖縄の人はえらいね。

」と語らせているが，

問いに答えるには，科

学の智恵・人類の叡智でも

その１つのヒントを日系

年にリオ・デジャネイ

として演説したセヴァン・

的な要素として，古代ギリ

って答える以外にない。

カナダ人のディヴィッド・ス

ロで開かれた地球サミット総

カリス・スズキの父親だ。人

シア人の強調した４要素――

ズキが与えてくれる。

会の席上，子ども代表

類の生命を支える根源

空気（風）， 水，

（ ）



土壌（食料），

（家族とコミュニテ

均衡ある存在が決

立命館経済学（ 巻特

火（エネルギー）のほかに

ィを担い手とする）という２つ

定的に重要だとしている
）
。

別号７）

，彼は， 生物の多様性，

の要素をあげ，これら６要素

これらの６要素は，生命の尊

愛

の

厳

（人権）の基盤で

スタンス」（個体

めの諸条件の総体
）
）

マネーと市

マネーとは，電

妻という形をとっ

あり，基本的な人間的欲求で

とその集団が生命を維持し，本来

なのだ。単純に商品視して，

場を善用する力を育てる

気エネルギーのようなもので

て人間を襲いかかり傷つける

あり，もっとも重要な「サブ

性を発現し，類として永続しう

市場に任せてはならない。

ある。電気を暴走させると，

が，電気エネルギーを適切に

シ

るた

稲

手

なずけることがで

できる。作家の司

や生産上の利益は

それを追求すれば

たちを利益追求の

で卑しくなってし

とくに不況の時

きれば，蛍光灯のなかの光に

馬 太郎も同様の見地にた

，元来が薬効をもつ毒物のよ

，毒に冒されて人格がこわれ

ために鞭打つようなことをし

まう」と
）
。

期になると，市場競争は適切

姿を変え，人の役に立つこと

って，次のように書いた。「商

うなものである。息せき切っ

かねない。また使っている人

た場合，当人も使用人も精神

に管理しないと，下向きの競

も

利

て，

間

ま

争

となり，害悪の源

のニューディール

ーであった中西五

談合は企業の生死

オープンにすべき

遭難した人たちが

泉となってしまう。下向き競

改革の経験からもっと学ぶ必

洲さんは，こう書いている

に関わる問題ですから……ワ

だと思います。これを取り締

，食べ物，水などを分け合い

争を防止するために， 年

要があろう。労働運動のリー

。「仕事が減っている業界では

ークシェアリングとして公正

まることができるでしょうか

，励ましあって生き延びるの

代

ダ

，

に

。

を

非難できるでしょ

と
）
。社会的弱者の

不況カルテルを公

って労働組合を強

うか。あえてそれを非難して

集中しているタクシー業界は

認し，下向き競争を規制して

めていく必要がある。

いるのが，小泉改革なのです

じめ，構造不況業界において

いく措置が必要だし，原点に

」

は

帰

（ ）



ディープ・ピースの世界

なぜ人を殺してはいけな

あい，「自分が殺されるのは

平和の経済学（藤岡）

へ

いのだろうか。新古典派経済

嫌だから，他人を殺しては

学の人間観にたったば

いけない」という答え

に到達するのが精一杯であ

る狭い・表面的な世界だけ

を観察するナチュラリスト

殺すということは，自分を

せるわけがない」と。

中世欧州の詩人ジョン・

それ自身完全な離れ小島で

ろう。手の全体を見ず，指先

を見ているからである。これ

は，異なる答えを出すであろ

殺すことでもあるから，殺し

ダンも，次のような美しい詩

はない。すべての人間は大陸

だけからなりたってい

にたいして，手の全体

う。すなわち「他人を

てはいけない。いや殺

を残している。「誰も，

の一部，本土の一部で

ある。もし土くれが海によ

なる。それが岬であろうと

かなる人の死もまた，私を

からである。それ故に，弔

人を遣わす必要はない。そ

ズムと闘ったスペイン市民

は鳴る』は，この詩に由来

って洗い流されると，ヨーロ

，あなたの友人の領地であろ

減少させる。なぜならば，私

いの鐘が誰のために鳴ってい

れはあなたのために，鳴って

戦争を描いたヘミングウェイ

する。

ッパはそれだけ少なく

うと，同じである。い

は人類と連帯している

るのかを知るために，

いるのだ。」ファッシ

の小説『誰がために鐘

５．ディープ

「人々の中に行き

人々が知っているこ

しかし本当にすぐれ

・ピースを支える社会経済

人々と共に住み 人々を愛し 人

とから始め 人々が持っているも

た指導者が仕事をしたときは そ

システム

々から学びなさい

のの上に築きなさい

の仕事が完成したとき

人々はこう言うでし

「いちばん大切なも

太陽の光 野や山の

ょう 我々がこれをやったのだと

（晏陽

のは みな ただ

緑 雨や川の水 朝夕の挨拶……

」

初，中国の地域教育家
）
）

そして母の愛」

（河野 進，詩人）

（ ）



スペイン北西部

ベンボスタ子ども

に，弱いものが上

立命館経済学（ 巻特

には，孤児たちを集めた「ベ

サーカス団のもっとも人気

に，こどもがてっぺんに」と

別号７）

ンボスタ子ども共和国」があ

のある出し物は，「強いものが

いう掛け声とともにつくりだ

る
）
。

下

す

人間ピラミッドだ

ものが頂点にくる

和な人間ピラミッ

平和を生み出す

一定の条件の備

市場経済に批判的

。現存の「弱いものが下に，

ような人間ピラミッド」をど

ドにくみなおしたらよいのか

市場経済のありかた――アダ

わった市場経済は道徳律を破

であったキリスト教会を説得

強いものが上に，もっとも強

のようにして，もっと健康で

。

ム・スミスとケインズに学ぶ

壊しないことを証明すること

すること――これが，アダム

い

平

で，

・

スミスが『国富論

独占がなく，企

の所有者と経営者

市場外に及ぼして

トに算入されてい

引が行われ，資本

題もおこらないで

』を書いた重要な動機であっ

業には機会均等，公正な競争

とが一致しており，資本が地

いるコスト（外部不経済）は

ること，である。このような

家は地域経済の発展にも責任

あろう
）
。しかしその後資本主

た。その一定の条件とは何か

が保障されていること， 資

域経済と密着していること，

，すべて内部化され，生産コ

条件があれば，平等互恵の商

を感じることになるし，公害

義は巨大な発展を遂げた。今

。

本

ス

取

問

日

の市場経済は，ア

多い。アダム・ス

のかを考える必要

市場経済を制御

い。 年代に投

済」が生まれ，大

ダム・スミスが設けた条件を

ミスの設けた条件を，どのよ

がある。

する必要を唱えたケインズの

機マネーを国際的に野放しに

恐慌と戦争をもたらしたこと

踏みにじって展開されること

うに創造的に復活させたらよ

提言からも，学ぶべきことは

したため，未曾有の「バブル

を反省して，ケインズはつぎ

が

い

多

経

の

ように述べたこと

とする人より，減

旅といったものは

ては無理のない範

めるべきだ」と
）
。

がある。「私は，国と国との

らそうとする人の方に共感す

，本質的に国境に縛られるべ

囲で国産のものを使うべきだ

彼の提言を受けて，戦後，投

経済関係をできるだけ増やそ

る。思想・知識・芸術・理解

きものではないが，モノにつ

し，何よりも金融を国内にと

機マネーを国家的に管理し，

う

・

い

ど

生

（ ）



産的な投資に導くための施

これらの点をふまえたう

下，そのエッセンスを紹介

平和の経済学（藤岡）

策が講じられるようになった

えで，私はつぎのような改革

しよう。

。

案を公にしている
）
。以

平和なエコ・エコノミー

１．経済価値と倫理的価

従来型の生産性の定義

生産性）のほうを政策的に重

市場内の経済活動のも

化的・エコロジー的コスト

への改革案

値の接近・融合のために

（労働の生産性）ではなく，も

視する方向で，国民合意を形

たらす市場外への波及効果―

と便益とをトータルに測定・

う一つの定義（資源の

成する。

―社会的・政治的・文

評価する手法を開発す

るとともに， に変わる

作成・公表し，これにもと

価できるしくみをつくる。

２．税制改革――税源の

源たる地球共有・伝承財の

類が，「自らを生み出す根源

する

「真の豊かさ指標」ないし

づいて，企業・公的部門の政

重心を資本・労働の果実から

利用行為のほうに移し，「大

」への敬虔で節度ある態度

「総合的進歩指標」を

策と業績を総合的に評

，人間を作り出す命の

自然の子」としての人

を取り戻す方向に誘導

消費税を廃止し，ぜい

ルギー・処女資源を対象に

とも連携しつつ環境税の税

率を課すことをめざす。

市場競争における「機

引き上げる。相続額の上限

たく品を対象にした奢侈物品

する環境（再生不能資源利用）

率を毎年５％ずつ引き上げ，

会の均等」を明確にするため

（たとえば１人 万円，ただ

税のほかに，化石エネ

税を創設する。諸外国

年後には ％の税

に相続税の累進税率を

し自営業の相続のばあい

は特例を設ける）を定め，そ

納する。「１世代個人主義」

費にまわりやすい仕組みを

企業活動の利潤（投機を

循環型経済」づくりをめざ

れ以上の相続財産は に

の精神を明確化することで

つくる。

除く）への課税を大幅に軽減

す創意ある企業活動を奨励す

寄付するか，国庫に収

，蓄積された貯蓄が消

し，「持続可能な資源

る。

（ ）



３．人間の尊厳

日本住民（定

とえばボランティア

立命館経済学（ 巻特

と発達を支える社会保障制度

住外国人もふくむ）にたいして

活動や統治活動への参加など，

別号７）

と大地保障制度

，一定の市民的義務の遂行

予約もふくむ）を条件に市民的

（た

尊

厳を支える最低生

人単位に年齢別に

高額医療保険，障

止する。財源には

自立の基盤形成に

大地から切り

れてきた住民家族

存保障＝「市民所得」保障制

年間 万― 万円を支給し

害者手当，（地震）災害補償

，環境税と相続税をあて，天

用いることを明確にする。

離された巨大都市の形成を抑

が，家庭菜園をもてるように

度を設ける
）
。幼児もふくめて

，それ以外の社会保障制度は

制度などを除いて原則として

と祖先の恵みは，個人の市民

制し，大地・農業から切り離

する制度をつくる。

個

，

廃

的

さ

４．労働時間の

無償のサ

を大幅に引き上げ

る。

そのうえでオ

権を確立し，パー

合などの非営利団

短縮による雇用の創出

ービス残業を禁止するととも

ることで企業の残業依存体質

ランダのようにフルタイマー

ト化を推進して，雇用を増や

体に制限し，人材派遣業から

に， 残業労働への割増賃金

を改めさせ，新規雇用を促進

とパートタイマーとの完全な

す
）
。また人材派遣業は，労働

出発したという歴史的原点を

率

す

同

組

ふ

まえた労働組合の

５．紛争予防・

「良心的兵役拒

の一部を災害救助

模の青年国際災害

６．賃金・人権

発展を支援する。

平和創出型の地域づくり・仕

否国家」としての平和創出の

隊に転換するとともに，自衛

救助隊・人道支援隊を創設し

・環境水準の最底辺への競争

事おこしを促進する

ための代替奉仕として，自衛

隊予算をくみかえて，数万人

，海外に派遣する。

を抑える国際的しくみの開発

隊

規

人間が作

作り出す命の源），

別し， につい

う新しい貿易ルー

進んだ賃金・

り出すモノ（労働生産物），

両者の中間領域（生命の維

ては， と同一基準では，自

ルをつくる。

人権・環境基準を設定した国

人間が作り出せないモノ（人

持・発達に直結する労働活動）を

由貿易の対象にはならないと

が不利にならない関税調整制

間を

区

い

度

（ ）



をつくる。世界的な地球市

し，これにみあう途上国の

人間と財貨の国際輸送

平和の経済学（藤岡）

民ミニマムの人権・環境基準

保護政策を承認する。

運賃については重量あたり同

の年次改善計画を設定

額を原則にし，物流よ

りも，人の移動，文化・情

国際通貨基金（ ），

下での民主的な新制度の創

脱税マネーの温床とな

７．軍事力・経済要素の

国際交通機関の燃料

取引に ％を課税するトー

報・運動の交流の方を促進す

世界銀行，世界貿易機構（

設

っているタックスヘイブンの

国際移動にたいするグローバ

にたいして炭素税ないし環境

ビン税の国際的創設， 武器

るようにする。

）の廃止，国連の

一斉閉鎖にふみきる。

ル・ガバナンスの強化

税をかける， 為替

貿易の禁止をめざし，

当面は武器貿易には重税を

ともに，軍事偵察と諜報目

以上の財源を国連強化

ス機能を強化し，地球規模

特許権・著作権重視の

としての科学技術・文化情

世界人口の安定化につ

課する， 宇宙への兵器と核

的の宇宙利用，宇宙空間の商

に役立てるとともに，国連の

での格差是正，所得の再配分

知的財産権戦略の発動に制限

報の流通の自由を促進する措

とめるとともに，難民・外国

物質配備を禁止すると

業利用に課税する。

グローバル・ガバナン

に役立てる。

をくわえ，地球公共財

置をとる。

人労働者の公正で秩序

ある受け入れを促進する。

る。

８．国家の民主化とアジ

をつくる

「宇宙ー情報覇権国家

非同盟中立の「良心的兵役

長期ないし永住外国人につい

アとの和解――日本史上初の

」米国の覇権主義に反対し，

拒否国家」の道にふみだす。

ては市民的権利を認め

「国民（市民）国家」

安保体制から離脱し，

かつての天皇制国家の

をおこなう。

欧州連合の先例に学び

のあいだで共通の通貨・金

つながったような東アジア

犯した侵略戦争責任を認め，

， 諸国（アセアン・プラ

融同盟を結び，紛争・戦争の

経済圏」をつくる。

戦争犠牲者の個人補償

ス・日本 中国 韓国）

起こりにくい「内臓の

（ ）



立命館経済学（ 巻特

お わ り に

別号７）

見られるように

いないし，公共部

いない。そうでは

任務を明確にし，

促し，適切なバラ

を生み出してくれ

，この改革案は，反市場主義

門の存在意義と責任を不問に

なく市場，国家，市民社会の

どれか１つが暴走しないよう

ンスをとることを重視してい

た「いのち」の根源（大自然

・反企業主義の立場には立っ

する反国家主義の立場もとっ

３つの領域に委ねるべき固有

に相互にチェックしあうよう

る。そのうえで個々人が，自

と社会を貫くいのちの流れ）に

て

て

の

に

ら

向

きあい，「エコロ

に経済基盤を整え

昔，世界の諸民

自然・祖先に献上

み」に感謝する祭

体成員にできるだ

的に復活させる試

ジカルな自覚をもつ１世代シ

ようとしたのである。

族は，収穫の秋には，自らの

し，大自然と社会・祖先から

事を行った。そしてそのお供

け公正に分かち合ってきた。

みだといってもよい。

ングル
）
」に成長していけるよ

勤労の成果を，母なる大地・

いただいた「大いなる無償の

え物は，祭りごとの後には共

このしきたりを， 世紀に創

う

大

恵

同

造

どうか論評して

場にたって，平和

） 内山節『市

） 詳細は，藤

）『朝日新聞

いただきたい。こんごも経済

のための経済システムづくり

注

場経済を組み替える』 年，

岡惇『グローバリゼーションと

』 年８月３日「ひと」欄に掲

民主主義とナチュラリストの

の道を探究していきたいと思

農文協， ページより。

戦争』 年，大月書店。

載された直野章子さんの言葉。

立

う。

年

前に彼女と

命館大学共

）松尾雅嗣「

究センター

達点につい

年５月

ともに始めた日米学生の原爆学習

同企画の教学プログラムに発展し

安全保障と平和」『人間の安全保

研究報告 号，３ページ， 年

ては，『トランセンド研究――平

，トランセンド研究会， ペー

プログラムは，アメリカン大学

て今日に至っている。

障論の再検討』広島大学平和科

ガルトゥングの平和学の今日的

和的手段による紛争の転換』第２

ジ参照。

と立

学研

な到

巻，

（ ）



）国連の『人間開発報告

への挑戦』日本評論社

）この転換の智恵袋とな

平和の経済学（藤岡）

書 年版』，マブーブル・ハク

， 年を参照。

ったのが，インド出身の経済学者

『人間開発戦略――共生

のアマルチア・センであ

る。武者小路公秀「グ

年４月， ページ。石

『日本の科学者』 ，

）その背景には，二〇世

て，市場の暴走（恐慌

有の盛り上がりを示し

な帝国主義」時代を律

に，植民地主義の崩壊

た。内政面でも一定の

ローバル下の開発と安全政策」『軍

川捷治「国際連合『人間の安全保

年９月号， ページも参照。

紀の前半に二度の世界戦争と大恐

）や国家の暴走（戦争）を規制し

たことがある。その結果，国際連

してきた国際関係のルールに一定

と符節をあわせて「修正帝国主義

変化が生まれ，市場の失敗（大恐

縮問題資料』 号，

障』論の意義と問題点」

慌の惨事の体験をとおし

ようという運動が，未曾

合が形成され，「古典的

の修正が施されるととも

」のシステムが形成され

慌）を繰り返さないため

に，労働組合が公認さ

ように 世紀型のむき

祉国家的要素をかかえ

期」を支えたわけであ

書店， ページを参

）基礎経済科学研究所編

究所編『人間発達の政

）これまでの到達点への

どう超えるか」『経済科

れ，完全雇用法が制定され，福祉

だしの資本主義システムは，いく

る「修正資本主義」の体制が構築

る。藤岡惇『グローバリゼーショ

照。

『人間発達の経済学』 年，青

治経済学』 年，青木書店。

私の批判的コメントは，藤岡惇「

学通信』 号， 年４月，

政策が拡充された。この

つかの点で修正され，福

され，「資本主義の黄金

ンと戦争』 年，大月

木書店。基礎経済科学研

近代個人主義の人間観を

ページ，藤岡惇「エゴ

からエコへ――「自己

月， ページ。

）ガンジー（ 山芳郎訳

『ラスキン・モリス』（

・ ページ。

）佐治晴夫『宇宙の風に

ページ。青木和光『

）小貫雅男・伊藤恵子『

）ウイリアム・クラーク

」の拡張と人間の発達」『経済科

）『ガンジー自伝』中公文庫，

中公バックス世界の名著第 巻

聴く―君たちは，星のかけらだよ

物質の宇宙史』 年，新日本出

森と海を結ぶ菜園家族』 年，

『死はなぜ進化したか』 年

学通信』 号， 年４

ページ，五島茂責任編集

）中央公論社， 年，

』 年，かたつむり社，

版社。

人文書院， ページ。

，三田出版会。田沼靖一

『死の起源――遺伝子か

）「 億年の歴史を持つ

ない自我との間の葛藤

』地涌社， 年

）ハーヴィー・ダイアモ

らの問いかけ』 年，朝日新聞

の発する強い力と，たかだ

に苦しんでいるのが人間です」（

，６ページ）。

ンドほか『ライフスタイル革命―

社， ページ。

か数万年の歴史しか持た

柳澤桂子『意識の進化と

―私たちの健康と幸福と

（ ）



地球のため

然の見えざ

）諸富祥彦，

立命館経済学（ 巻特

に』 年， ・ ページ。村上

る力』 年，サンマーク出版，

『生きていくことの意味』 新

別号７）

和雄『サムシング・グレート―

ページ。

書， 年， ページ。諸

大自

富祥

彦『どんな

）アンドレ・

照。

）フリードリ

巻， ・

）スチュアー

年，日本経

）今日，進ん

展させる好

時も人生に を言う』 年

ランガネーほか『人類のいちばん

ッヒ・エンゲルス「自然弁証法」

・ ページ。ただし，訳文

ト・カウフマン（米沢富美子監訳

済新聞社， ， ， ページ

でいる宇宙観・自然観の革命的な

機であるが，それに失敗すれば新

，大和出版， ページ。

美しい物語』 年，筑摩書房

訳『マルクス・エンゲルス全

の一部を改めた。

）『自己組織化と進化の論理』

。

変化は，弁証法的な唯物論哲学

たな観念論と神秘主義，迷信や

，参

集』，

を発

オカ

ルトの類を

う書いてい

証法を知ら

学者の一学

ぼることが

……現代物

ーニン『唯

ェリングの

した哲学」

生み出す危険がある。百年前に同

た。「新しい物理学が観念論にま

なかったからであった。……今日

派が，形而上学的唯物論から弁証

できなかったので，反動哲学へ転

理学は産褥にある。それは弁証法

物論と経験批判論』 訳全集版

研究者の西川富雄さんも，私と類

を考えておられる。西川富雄『環

様の危機に直面してレーニンは

よいこんだのは，……物理学者

の『物理学的』観念論は……自

法的唯物論へまっすぐにすぐさ

落したことを意味するにすぎな

的唯物論を産もうとしている。

巻，大月書店， ・ ページ

似した視点にたって「自然を主

境哲学への招待――生きている

，こ

が弁

然科

まの

い。

」レ

。シ

体に

自然

を哲学する

『アニミズム

）モーリス・

人間と自然

なな訳）『葉

献である。

） シュー

講談社学術

）その肯定論

』 年，こぶし書房， ，

という希望』 年，野草社も

シュワルツ『モリー先生の最終講

との関係を学生に考えてもらうう

っぱのフレディ―いのちの旅』

マーハー『スモール イズ ビュ

文庫， ページ。

としては，メアリ・メラー『境界

ページ参照。関連して山尾

参照。

義』飛鳥新社， 年， ペー

えで，レオ・バスカーリア（み

年，童話屋も，含蓄に富ん

ーティフル――人間中心の経済

線を破る――エコ・フェミ社会

三省

ジ。

らい

だ文

学』

主義

に向かって

ル・フェミ

）

）同様の主張

ジ。

』 年，新評論，ブレドッテ

ニズム』 年，青木書店，など

として，野村佳子『いのちの世紀

ィほか（寿福真美監訳）『グロ

が参考になる。

を啓く』 年，一葉社，

ーバ

ペー

（ ）



）

しサティシュは，第３

書いているが，最初の

平和の経済学（藤岡）

のミレニアムになると新たな「依

千年紀との違いを明確にするため

ただ

存宣言」の時代となると

にも「相互依存の宣言」

の時代に改めたほうが

）この点，村岡到『生存

年，白順社も参照

）松木武彦『人はなぜ戦

ページ。

）高木善之『地球大予測

）ミミズがいるような肥

物が棲み，有機的な生

に，まず木を植え，雨

よいと考える。

権・平等・エコロジ――連帯社

。

うのか――考古学からみた戦争』

』 年，サンマーク出版，

沃で健康な土を一握りすれば，そ

物世界を育んでいる。デンマーク

を呼びこみ，土を肥やすことは，

会主義へのプロローグ』

年，講談社， ，

ページ。

のなかには 億匹の微生

の植林事業が示したよう

その上に棲む動植物を健

康にし，健康な人体，

ルバート・ハワード『

）レスター・ブラウン『

ル・ホーケンほか『自

年，日本経済新聞社。

とで，経済的にも大成

ばあいがある。 年

どうして８年後には，

か。動物を幸せにし，

健康な社会関係を作っていくうえ

ハワードの有機農業』上， 年

エコ・エコノミー』 年，家の

然資本の経済――成長の限界を突

自然の本来性と職員の人間性を尊

功した最近の事例として，北海道

には入園者 万人というところま

観客数 万人という日本一の動

動物の本来性を最大限に引き出す

での根本条件なのだ。ア

，農文協， ページ。

光協会， ページ。ポー

破する新産業革命』

重した経営に転換するこ

旭川市立の旭山動物園の

で落ち込んだ動物園が，

物園に生まれ変わったの

ことで，見物客の自然観

の革新を促し，人間を

人間の相互発達の経済

『旭山動物園の奇跡』

）たとえば，カール・ポ

虚構性 』岩波書店，

）鎌田東二・喜納昌吉『

）橋本敏子『地域の力と

）朝野賢司ほか『デンマ

史的起源は，清水満『

ハッピーにしたからである。旭山

学」を鮮やかに示している。詳細

年，扶桑社を参照。

ランニィ（玉野井芳郎ほか訳）『

年の第４章参照。

霊性のネットワーク』 年，青

アートエネルギー』 年，学陽

ークのユーザー・デモクラシー』

生のための学校――デンマークで

動物園の事例は「動物と

は，週刊 ！編集部

人間の経済―市場経済の

弓社。

書房，７・ ページ。

年，新評論，その歴

生まれたフリースクール

の世界』 年，新評

）小貫雅男・伊藤恵子『

）たとえば斎藤道雄『悩

）坂本龍一編『非戦――

）ピースフル・トモロー

論の第７章を参照。

森と海を結ぶ菜園家族』 年，

む力――べてるの家の人びと』

戦争が答えではない』 年，幻

ズ編（梶原寿訳）『われらの悲し

人文書院， ページ。

年，みすず書房。

冬社。

みを平和の一歩に』

（ ）



年，岩波書

）戦争抵抗者

ト・プラウ

立命館経済学（ 巻特

店。

同盟の新聞『ピース・ニューズ』

シェアとは，トライデント原潜を

別号７）

号， 年４月号。トライ

解体して，その資源を平和産業

デン

に転

換せよ，「剣

げる非暴力

）北インドの

伐採をやめ

っている。

ための工事

歳のおばあ

みで子ども

す。皆さん

を鍛ち変えて鍬（プラウシェア

抵抗グループのこと。

ヒマラヤ山麓の貧しい農村の女た

させようとするチプコ運動を展開

年４月から，沖縄の辺野古地

が始まった。工事を阻止するため

さんは，「心に海が染（す）めり」

たちを育ててきました。宝の海を

の力を貸してください」と。

）に変えよ」という聖書の言葉

ちは，樹木にしがみつくことで

したが，同様の運動が日本でも

区の沖合いで米軍の海上基地建

に，非暴力の座り込みをしてい

と述べ，言葉を続けた。「この海

子孫に手渡すことが私たちの努

を掲

森林

始ま

設の

る

の恵

めで

）

たいして「

田正馬さん

ーで病床に

ろがある日

ばかりに咳

きからはじ

にたいする

子をもつこ

ありのまま・自然体の自己の受容

も，つぎのように書いている。「

つき，今にも自分に死がやってく

，４歳になる自分の子が百日咳に

き入るのを見て，とつぜん自分の

めて自分の病気を忘れるようにな

愛情のために消滅したのである。

とによってはっきりと認めること

自意識過剰の神経症患

」を説く「森田療法」を提唱し

ある婦人が神経質性のヒポコン

るものと思い，苦しんでいた。

かかり，呼吸も絶えるかと思わ

ことを忘れて子供を介抱し，そ

った。小我へのとらわれが，わ

小我が拡大されていくありさま

ができる。わが子の病気やよろ

者に

た森

ドリ

とこ

れる

のと

が子

は，

こび

は，わが身

同じ気持ち

拡大され，

いよ大きく

るように衆

る。それに

ているため

の執着であ

年，白揚社

のことのように苦しく，またうれ

が，さらに進んで，兄弟，親友，

それらの人々の苦楽を自分の苦楽

成長，発展していくのである。仏

生を愛するといわれるものであっ

たいして神経質患者は，自分の苦

に，わが子も家族も犠牲にしてか

る」と。森田正馬『生の欲望――

。あわせてゲーリー・スナイダー

しいものである。子にたいする

教え子，隣人，同郷の人などに

とするようになるとき，自我は

の慈悲は，われわれが子どもを

て，これがすなわち大我の極致

痛から逃れることばかりに心を

えりみないことがある。これが

あなたの生き方が見えてくる』

『野生の実践』 年，山と渓

のと

まで

いよ

愛す

であ

労し

小我

谷社，

・ ・

）バートラン

太郎も，

れば，物事

真爛漫とし

・ ページも参照。

ド・ラッセル『幸福論』 年，

作中人物の西郷隆盛にこう語らせ

がよく見えてくる……自己を忘れ

てきて，あらゆる事や物がよく見

岩波文庫， ページ。同様に

ている。「自分を愛することが

れば天の心にちかくなり，胸中

えるようになった」と。司馬

司馬

なけ

が天

太郎

（ ）



『 ぶが如く 二』文芸

）ヴァージニア・ウルフ

）田口ランディ『できれ

平和の経済学（藤岡）

春秋社。

（川本静子訳）『自分だけの部屋』

ばムカつかずに生きたい』 年

年，みすず書房。

，新潮社， ページ。

）加島祥造『伊 谷の老

）宮迫千鶴「土の力」『読

）龍村仁『ガイア・シン

記憶を求めて』 年

）ロシアでは，むしろ家

といわれる。じっさい

っている。その総数は

いるという。ジョレス

生の原理』 年，現

子』 年，朝日文庫， ページ

売新聞』 年６月の記事より。

フォニー間奏曲』 ページ，ジャ

， 泳社を参照。

庭菜園の生産性のほうが，機械化

都市住民の多くが，郊外に

万に達し，全ロシアの食料需

・メドベージェフほか『市場社会

代思潮社， ページ。

・ ページ。

ック・マイヨール『海の

された大農業よりも高い

坪程度の家庭菜園をも

要の実に ％を生産して

の警告――市場社会と共

）この展望は，青年マル

て書いた初期の著作『

のように述べていた。

まに，朝には狩をし，

することができる。狩

という，社会的活動の

ツ・イデオロギー』

子『森と海を結ぶ菜園

男『菜園家族レボリュ

クスの未来社会論とも重なってい

ドイツ・イデオロギー』のなかで

「……共産主義社会にあっては，

午すぎには魚をとり，夕には家畜

人，漁師，牧者または批判家［と

固定化」は克服される，と。マル

訳全集版，第３巻， ページ参照

家族―― 世紀の未来社会論』

ーション』 年，社会思想社も

る。エンゲルスと共同し

，若きマルクスは，つぎ

……私の気のおもむくま

を飼い，食後には批判を

いう専門職業人］になる

クス・エンゲルス『ドイ

。また小貫雅男・伊藤恵

年，人文書院，小貫雅

参照。

）中西五洲『理想社会へ

ージ。

）大橋成子『ネグロス・

ジ。

）龍村仁『地球のささや

）竹富島の神司を務める

現在この儀式の復活を

）『朝日新聞』 年 月

）立命館大学経済学部の

の道――私の資本主義改造論』

マイラブ』 年，めこん，

き』 年，創元社， ページ

新田初子さんからの聞き取り（

検討していると述べておられた。

日付け。

卒業生であり，阪神大震災で被災

年，同時代社， ペ

， ， ペー

。

年２月 日，竹富島）。

した後， 歳にしてプロ

ゴルファーに転身され

立命館校友会参照。

ここで「大我」への

ておこう。最初は，イ

り，人生は喜びだとい

た古市忠夫さんの言葉。『りつめい

道を歩む喜びを歌った２人の先哲

ンドのラビンドラナート・タゴー

う夢をみた。私は目覚め，人生と

』 号， 年４月，

の詩も，あわせて紹介し

ルの詩である。「私は眠

は奉仕だと知った。私は

（ ）



行動し，目

もうひと

たしをあな

立命館経済学（ 巻特

をこらす。奉仕は喜びだった。」

つは，アッシジの聖フランチェス

たの平和の道具としてお使いくだ

別号７）

コの「平和を求める祈り」だ。

さい。憎しみのあるところに愛

「わ

を，

いさかいの

に信仰を，

悲しみのあ

めることを

わたしが求

自分を捨て

年の記憶』

）山本浩『真

協会。

あるところに許しを，分裂のある

誤っているところに真理を，絶望

るところに喜びをもたらすものと

，理解されるよりは理解すること

めますように。わたしたちは，与

て死に，永遠の命をいただくので

年，リオン社， ページを

実と和解――ネルソン・マンデラ

ところに一致を，疑惑のあると

のあるところに希望を，闇に光

してください。慰められるより

を，愛されるよりは愛すること

えるから受け，ゆるすからゆる

すから。」近藤紘子『ヒロシマ

参照。

最後の闘い』 年，日本放送

ころ

を，

は慰

を，

され，

出版

）清水博『場

）石田勝正『

）伊田広行『

求めて』

）田口ランデ

）清水満『共

ペー

夫『ワーク

も啓発的で

の思想』 年，東大出版会，

心って何だろう』 年，麗澤大

スピリチュアル・シングル宣言―

年，明石書店。

ィ，前掲書， ページ。

感する心，表現する身体――美

ジ。また「中つ火」を囲み，全

ショップ――新しい学びと創造の

ある。

・ ・ ページ。

学出版会。

―生き方と社会運動の新しい原

的経験を大切に』 年，新評

身で傾聴することを強調する中

場』 年，岩波新書， ペ

理を

論，

野民

ージ

）ディヴィッ

）戸崎 純・

志向へ』

）司馬 太郎

『日本ってお

）中西五洲『

）宋 恩栄『

哲郎さんに

）本橋成一『

ド・スズキ『生命の聖なるバラン

横山正樹『環境を平和学する――

年，法律文化社。

『人間というもの』 年，

金に復讐されてるの』 年，

理想社会への道』 年，同時代

晏陽初―その平民教育と郷村建設

教えていただいた。

サーカスの詩――ベンボスタの子

ス』 年，日本教文社。

持続可能な開発からサブシステ

研究所， ページ。また福田

中経出版も示唆に富む。

社， ページ。

』 年，農山漁村文化協会，

どもたち』 年，影書房。

ンス

秀樹

色平

）デビッド・

ページ

）同上書，

）藤岡惇「持

の経済社会

コーテン『グローバル経済という

。

ページ。

続可能な日本づくりのアジェンダ

システムを構想する』 年，桜

怪物』 年，シュプリンガー

の提案」森岡孝二ほか編『二一

井書店。関連して，ジェームズ

東京，

世紀

・ロ

（ ）



バートソン（石見尚訳

も参照されたい。

）小沢修司『福祉社会と

平和の経済学（藤岡）

）『 世紀の経済システム展望』

社会保障改革――ベーシック・

年，日本経済評論社

インカム構想の新地平』

年，高菅出版。こ

ツパトリック『自由と

有益である。

）長坂寿久『オランダモ

）伊田広行『スピリチュ

（注記 本稿は藤岡 惇「デ

共性の経済学』 年，桜

の構想の社会思想史的な背景を知

保障――ベーシック・インカム論

デル』 年，日本経済新聞社。

アル・シングル宣言』 年，明

ィープ・ピース」（池上 惇・二

井書店所収）を補充・改稿したも

るには，トニー・フィッ

争』 年，勁草書房が

石書店。

宮厚美編『人間発達と公

のである。）

（ ）


